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圭要交獄

又Staubli・ ・腸1'チ フ ス」患 者 唾液 中 二凝i集素 分

泌 セ ラル ・テ唱 へ、 西 口、 吉 田、伊 庭 ノ諸 氏 亦

之 ヲ實 詮 シテ、 唾 液 ノ凝 集 反 慮 ハ腸 「チ フ ス」ノ

診 断 二癒 用 セ ラル ・コ トラ唱 導 セ リ。

叙 上 ノ見 地 ヨ リ シテ、 余 ハ病 竈 代 謝 産 物 タル肺

結 核 患 者 喀 疾 中 二結 核 菌 二封 スル免 疫 物 質 ノ存

在 スベ キ想到 シ、 之 レガ研 究 ヲ行 ハ ン トセ リ。

文 献 二徴 スル ニ、 肺 結核 喀疾 中 二存 スル免 疫艦

二關 シテハ未 ダ之 レガ研 究 ヲ行 ヒタ ル者 極 メテ

少 ナ 久 余 ノ知 レル範 園 ニ テ・・Karwackiガ 凝

集 素 及 ビ補 艦 結合 性免 疫 抗 農 ノ存 在 ス ル テ報 告

セル有 ル ノ ミナ リ。

余 ハ氏 ノ未 グ研 究 セザ リ シ方面 二於 テ肺 結 核 喀

疾 中 二含 有 セ ラル ・発 疫 艦 テ追 究 セ ン ト欲 シ、

白血 球 ノ喰 菌作 用 テ促 進 スル物 質 ノ存 在如 何 、

結 核 菌 ノ登 育 増 殖 阻 止作 用 テ 呈 ス ル 物 質 ノ有

無 、 及 ビ沈 降 素 ノ存 否 等 二就 テ研 究 シ、 併 セ テ

Karwackiノ 唱 フル凝 集 素 及 ビ補 罷 結 合 性 発 疫

抗 盤 ノ存 在 二關 スル追試 テ行 ヘ リ。 イ乃テ其 大 要

テ報 告 セ ン トス。

第一編 肺結核患者喀疾中a存 スル喰菌性晃疫膿=1就 テ

第一章 緒 言

襲 二大谷氏ハ絢構酸曹達テ用 ヒテ氏 ノ所謂血漿

喰菌現象試験法ナルー新喰菌作用試験法 ラ案出

シ、肺結核患者血漿中一・・結核菌二封 スルー種

ノ喰菌性冤疫物質 ノ存在スノレコ トラ襲表 セリ。

其後椎薬氏ハ該試験法二於ケル絢擶…酸曹達 ノ作

用 テ研究 シ、絢構酸曹達 ノ濃度 ガ約1・〔♪%内外

二達 スル時ハ、正常「オブソニン」ノ作用 ハ阻1ヒ

セ ラル ・ヲ知 レ リ。 而 シテ這 ハ喰 菌 性 墜 囁禮 卜

補 艘 トヨ リ成 ル 「オ プ ソニ ンJナ ル複 合 盟 ノ補 艦

ガ、 一 定 濃度 ノ絢 構 酸 曹 達 二依 リ其 作 用 テ抑 制

セ ラル ・タ メニ シテ、 從 テ大 谷 氏 血 漿 喰 菌 現 象

二現 ハ ル ・喰 菌 促 進 物 質 ハ、 補 艘 ノ存 在 テ必 要

トセザ ル 「トロー ピ ン」様 物 質 ナ リ ト唱 ヘ タ リ。

次 イ デ小林 氏 ハ其 原 理 二就 テ詳 細 二研 究 シ、 一
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定 濃 度(約1.o%)ノ 絢 薇 酸 曹達 ラ加 ヘ タル血 漿

中 二在 リテ へ 喰 菌 性製i樋禮 ハ克 ク菌膿 二結 合

スル ラ得 レ ドモ補 膿 トノ結 合 ハ成 立 セザ ル コ ト

ラ實 瞼 シ、 一 定 濃 度 ノ絢構 酸曹 達 テ加 ヘ タル血

漿iハ補 艘 テ吸 牧 スル テ以 テ喰 菌 性墾 囁 膿 ト菌膿

ト ノ結 合 テ不 可 能 ナ ラ シム ル タ メ ニ、正 常 詠 プ

ソニ ン」作 用登 現 セザ ル ナ リ ト論 述 セ リ。氏 ハ又

喰 菌 性 免 疫物 質 二就 テハ熱 二封 ス ル抵抗 性 ラ試

駒 シタ ル結果 、 耐 熱 性 及 ビ易熱 性 「トロー ピ ン」

ノ雨 者 存 在 スル ラ唱 ヘ タ リ。

抑 モ正 常 「オ プ ソー ン」ノ構 造 二關 シテ ハ、Wri-

ghtu.Douglas,Bullochu.Atkin,Bscher

等 ハ輩骨豊詮 テ唱 ヘ タ リ シガ、Cowieu.Chapin,

Meyer,秦 氏等 ハ喰 菌 性 襲 羅 ト補罷 トノ複 合

禮 ナ ル コ トテ唱 へ、 而 シ テ此 複 合 艘 論 ガ現 今 一

般 二承 認 セ ラル ・所 ナ リ。

大 谷 氏 血漿 喰 菌 現 象 試 験 二 於 テ正 常 「オ プ ソニ

ン」作 用 ノ出 現 セ ザ ルノ・、一 定 濃 度 ノ杓 構 酸 曹 達

ガ補 盟 作 用 テ抑 制 スル タ メ ナ ル コ ト、 椎 葉 ・ 小

林 雨氏 ノ實 験 二明 カ ニ シテ、 尚 雨 氏 ハ 此場 合 補

禮 ハ破壌 セ ラル ・二非 ズ シテ其 作 用 テー時 抑 制

セ ラル ・モ ノー シテ、絢 構 酸曹 達 濃 度 ラ稀 繹 セ

シム レバ補 膿 作 用 ハ再 ビ復 活 スル モ ノナ ル コ ト

テ實 験 的 二護 明 セ リ。

要 ス ル ニ大 谷 氏 血漿 喰 菌現 象 試 験 法 ハ、正 常 「オ

プ ソー ン」作 用 ラ阻 止 シ 免 疫 性 喰 菌 促 進物 質 ナ

ル 「トロー ピ/」 ノ作 用 テ獲現 スル モ ノナ ル ニ ヨ

リ、 喰 菌 性 晃疫 罷 ノ検 出試 験 二於 テ大 イニ債値

アル モ ノナ リ トハ、 是等 諸 氏 ノ等 シク唱 フル所

ナ リ。

余 ハ肺 結 核 患 者喀 庚 中 二喰 菌性 免 疫 物 質 ノ存 在

スル ヤ否 ヤ ラ試 験 セ ン ト欲 シ、 大 谷 氏法 二改 良

ラ加 ヘ タルー一新 法 テ案 出 シ、 之 二依 リテ實 験 テ

行 ヘ リ。 而 シテ該 検査 法 テ確 立 セ ン ガ タ メ豫 備

試 験 トシテ先 ヅ次 ノ諸 實験 テ行 ヘ リ。

第二章 血漿喰菌現象呂及ボス絢櫃酸曹達ノ影響

大 谷 氏 血 漿 喰 菌 現 象試 験 法 ノ概 要

本 試 験 法 ラ行 フー ハ先 ヅ絢 瀦 酸曹 達 加 血液 及 ビ

結 核 菌俘 游 液 テ調 製 スル ノ要 ア リ。

絢構 酸 曹達加 血液2.0%絢 構 酸 曹達 溶 液 一 容 量

ト、 新 鮮血 液 二 容量 トテ混 和 セ ル モ ノラ絢 構酸

曹 達 加 血液 ト稔 ス。2.0%絢 構 酸 曹 達 溶液 ハ、

絢 構 酸 曹 達2.09テ100ccmノ 生理 的 食鞭 水 二

溶 解 滅 菌 セル モ ノ ナ リ。

結 核 菌 俘游 液 、振 氏80度 一1時 間 加 熱 殺 菌 セ ル

結 核 菌 ラ、1.5%絢 構 酸 曹達 生 理 的 食盤 水 溶液

ニー 定 濃 度 二俘 游 セ シメ タル モ ノナ リ、其 濃 度

・・白色 葡 萄状 球 菌 テ生 理 的 食盤 水 二]ccm中2

mgノ 割 合 二浮 游 セ シメ タ ル菌 液 ノ潤 濁 度 テ以

テ標 準 トナ ス。

試 験 實 施 二當 リテ ハ ライ ト氏 毛 細 管 「ピペ,ト 」

ヲ用 ヒテ、 絢 構 酸曹 達 加 血 液2容 量 ト結 核 菌浮

游 液1容 量 トテ加 へ 良 ク混 和 シ テ 後 再 ビ「ピ

ペ.ト 」二吸 引 シ、先 端 テ熔 封 シ、 囁 氏37度 ノ

重 湯 煎 中 一一20分 間 納 メ タル後 、塗 抹標 本 テ作 リ

テ染 色検 鏡 ス。 故 二本 試 験 法 二於 テハ、試 験 材

料 混 和後 ノ絢 構 酸 曹 達 濃度 ハ約0.9ラ%ナ リ。

而 シテ此 濃度 二於 テハ 「オ プ ソニ ン」作 用 阻 止 ヒ

ラル ・コ ト椎葉 、 小 林雨 氏 ノ實 験 二徴 シテ明 カ

ナ リ。

余 ハ1肛漿 喰 菌 現 象 一及 ボ ス絢 構 酸 曹達 ノ影 響 ラ

試 験 スル ニ當 リ、 椎 葉 氏 ガ 絢 構 酸 曹達 加 「チ フ

ス」菌 液 ト、健 康 人 及 ビ腸 「チ フ ス」患 者血 清 トラ

用 ヒテ實 験 セル ト異 リ、 絢構 酸曹 達 加 結核 菌液

ト、 健 常及 ビ結 核 海 狸 ノ血液 テ用 ヒタ ル絢 構 酸

曹達 加 血液 トテ以 テ實 駿 テ行 ヘ リ。

第 一 節 健 常 海 狽 ヲ用 ヒ拘 曹 加

血 液 ノ 絢 曹 濃 度 ヲー 定

ナ ラ シ メ タノレ場 合・

健 康 海 瞑 血 液 及 ビ結 核 菌俘 游 液 テ用 ヒ、 絢 構 酸

曹 達 加 血 液 ・絢構 酸曹 達 濃 度 テー 定 二 う、 菌 液

ノ夫 レラ0%ヨ リ5.0%二 至 ル種 々 ノ濃 度 二作

リテ、 雨 液 混 和 後 ノ喰 菌 作 用 テ試 験 セ リ。 其 成

績 第 一 表 ノ如 シ。
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第 一 表(血 漿喰菌現象 二及ボス絢曹 ノ影響 二關ス ル實験1)

菌曹
液量
中絢

「

絢 曹 加 血 液

i

混 曹.
和 ・吊:

後

絢

健常海狸1 健常海猿 皿
r

健常海狸 皿 3例 亭均値

喰 菌
白血球

喰菌
纒敬

喰 菌白
血球

-}

喰菌総
数

喰 菌
白血球

喰菌総
数

喰 菌
白血球

喰菌纏
敗

0% 1.5%絢 曹 加 血液 0.33% 32.0ク 。 54 31.0% 56 32.0% 162 32.0% 57

0.5% ,, 0.5% 29,0タ6 43 27.0% 48 25.0% 40 27.0% 44

1.0%
一 咀

,, 0.67% 27.・%二 48 26,0タ6 46 25.0% 36 26.0% 43

1.5% ,, 0.83% 9.0% 12 8.0% 10 8.0% 13 8.0% 12

2.0% ,, 1.0% 9.0% 11 9.0% 11

一

S.0% 9 9.0% 10

3,096 ,, 1.33% 7.0% 8 7.0%19
1一

6.0% 7 7.0% 8

4.0% ,, 1.67% 7.0% 9 7.0% 8 6.0% 7 7.0% 8

5.0% ,, 2.0% 6.0% 7 7.0% 18、

一一

5.0% 5 6.0% 7一

表 中1.・7・%絢 曹 加 血 液 トアル ハ、 血 液2容 量 二

1.5%絢 曹 生理 的 食 盤 水 溶 液1容 量 テ混 和 セ ル

モ ノ ・謂 ニ シテ、 實 際 ノ絢 構 酸 曹 達 濃 度 ハO.5

%ナ リ。 而 シテ検 査 ハ菌 液1容 量、 絢 構 酸 曹 達

加 血 液2容 量 テ混 ジ テ行 フ故 二、 混 和 後 ノ絢構

酸 曹 達 濃 度 ハ 表 二示 セ ルガ如 クナ ル ナ リ.

實 瞼 ノ結 果 ハ第 一 表 二示 ス ガ如 ク、 試 瞼 材料 混

和 後 二於 ケ ル絢 擶酸 曹 達 濃 度().67%迄 ハ喰 菌

作 用殆 ン ド差 異 テ認 メザ レ ドモ、O.83%以 上 ニ

ナ レバ喰 菌 作 用急 二減 弱 ス ル テ見 ル。 自ロチ().67

%二 於 テ ・・27%(白 血球100個 ノ中27個 ガ喰

菌 セ ル ヲ示 ス)ノ 喰 菌 傘 テ示 シ タル モ ノガ、().83

%二 至 レバ急 二減 ジテ僅 カ ー9%テ 示 スニ過 ギ

ズ。 即 チー 定 濃 度 ノ絢 構酸 曹 達 ハ 正 常 「オ プ ソ

ニ ン」ノ作 用 テ阻 止 ス ルモ ノニ シ テ、此結 果 ハ椎

葉 氏 ガ 「チ フ ス」菌 ト健 常 人 血 清 テ以 テ實 験 シ、

小 林 氏 ガ大 腸 菌 ト健 常 人 血 清 拉 二血漿 テ以 テ實

験 セル成 績 トー 致 ス ル モ ノナ リ。 而 シ テ正 常

「オ プ ソー ン」ノ作 用 テ阻1ヒ スル ニ要 スル絢 構 酸

曹 達 ノ濃 度 ・・0.88乃 至1.0%ナ リ。
、

第二節 結核海狸 ヲ用 ヒ絢曹加

血液 ノ拘曹濃度 ヲー一定 ナ ラ

シメタノレ場合

次 二結核海瞑血液テ用 ヒテ同檬 ナル實験 テ行 フ

ニ、成績第二表二示 スガ如 ク絢鴇酸曹達 ノ喰菌

作用一及ボス影響極 メテ少ナク、健常海狸 ノソ

レニ比 シテ大 ナル差異 アリ。検査材料混和後 ノ

絢曹濃度o.83乃 至1.0%二 至 レバ、健常海狸

血液 二於 テハ急劇 ナ ル喰菌作用 ノ低下アレド

モ、結核海猿 ノソレニ於 テハ殆 ンド差異 テ認 メ

ズ。即チ免疫性喰菌促進物質ハ殆 ンド絢構酸曹

第 二 表(血 漿喰菌現 象二及 ボス絢曹 ノ影響 二關 スル箕験 皿)
「一一 一}一 一 　

1菌曹

液量
中
絢

絢 曹 加 血 液 和量
後
絢

i

「混曹1結 核 海 狼1

1

結核海狸H 結核海狼 皿 3f列ZFj勾f血 …
1

喰 菌1白
血球 麟 臨 票翻 喰 菌

白血球
喰菌
総数

喰 菌
白血球

喰菌
纏敬

0% 1・5%杓 曹加血液 iO.3;3% 32.0% 73136・0% 7勲 33.0% 74 34.0%

0.5%1,,
__1_

0.5%

,-

27,0ク づ

ト

56i32.0% 59 28.0% 55 29,0ヲ6

一 一

75
『 一一

57
『 二7

リイ1.oタ61,,F 0.679625,0クo
一

47
一

31.0%

一一一一
62 27.0%. 52128..96

}

1.5%!,, 0.83%
1一 一一

21.0% 28 29.0% 44 24.0ク 。 34125.o% 35

2.0% ,, 1.0%

一一 一

20.0%
一 一 一 　

18.0%

25
一一

27.0%
一

39 21.0% 30 23.0% 31

3.0%
一

●, 1,339。 22
一一

24.0%

一

29 21.0% 24

一一 一一

20.0% 25
一

4.0%

・}一 一 幽

,,

一一

1.67%

一.

16,0タ6
--

19
"一 駒『 噌一一

20.0% 26

四一 一 　匿

18.0% 23

.・

18,0タ6 23

5。0タ 引,, 2.0% 13.0%

層

151 14.0% 16 14.0% 15

一 一騨

114.0% 15
1
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達 ノ影 響 テ蒙 ラザ ル モ ノナ リ。 只絢{縁酸 曹 達 ノ

濃 度 高 マ ル ニ從 ヒ多 少 宛喰 菌作 用 減 弱 スル テ見

レ ドモ、 這 ハ健 常 海狽 ノ ソ レ_於 テ モ同様 ナ

リ。 而 シテ其 理 ハHamburgerノ 唱 ヘ シ如 久

濃 厚 ナ ル絢 薇 酸 曹 達 ノ溶 液 ガ 白血球 ノ作 用 二障

碍 テ及 ボ シ、 爲 二其 喰 菌 力 ノ減 弱 テ來 ス ニ因 ル

モ ノナ ラ ン。 氏 ハ食 盛 、 絢構 酸 曹 達 、一カ ル シウ

ム」盤 、 「カ リウム」盤 等種 々 ナ ル盤 類 ノ濃厚 溶

液 ガ、 白血 球 二麻 痺 的 作 用 テ及 ポ シ、 其喰 菌 作

用 テ阻 害 スル コ トテ實 瞼 セ リ。

サ レバ血 漿喰 菌現 象試 験 テ行 フ場 合 此 事 實 二鑑

ミ、 試験 材 料 混和 後 ノ絢 構酸 曹 達 濃 度 ヲー 定 ニ

スル ニ當 リ、 絢 構 酸曹 達 加 血 液 ノ絢 曹 濃 度 テ大

ナ ラ シム〈ごキ カ、 將 叉 菌 液 ノ夫 レニ スベ キ カバ

試 験 成 績 二影 響 スル所 アル ベ キ ニ ヨ リ注 意 スル

テ要 ス。 傍 テ余 ハ其 間 ノ消息 テ知 ラ ン ト欲 シ次

ノ實 験 テ行 ヘ リ。

第三節 健常海狽 ヲ用 ヒ菌液 ノ絢曹

濃度 ヲー定 ナラシメタノレ場合

第一節 ノ實験 二於 ケル ト反封二絢構酸曹達加菌

液 ノ絢曹濃度 テー定(0.5%)ニ シ、材料混和後

ノ絢曹濃度 ヲ第一節 ノ實験ニー致 スル様絢構酸

曹達加血液 ノ絢曹濃度 テ0.74%ヨ リ8.25%二

至ル種々 ノ濃度 二作 リテ前同様喰菌作用試験 テ

行 ヘリ。其成績第三表 ノ如 シ。

第 三 表(血 漿 喰菌 現象 二及 ボス絢曹 ・影響 二關 スル實験 皿)

絢液
曹
加
血

菌曹
液量
中
絢

混曹
和量
後
桐

健常海狸1 健 常海狸 π 健 常海狸 皿 13例 卒 均 値 第一表 ノ成績

喰
白血球

菌1喰 菌
総倣

喰 菌
白血球

喰菌
総歎

喰 菌
白血球

喰菌
総鐵

喰 菌
白血球

喰菌総撒 喰 菌白
血球

喰菌総
数

0.74% 0.5% 0.33% 29.0% 44130・0% 47 28・0%145 29.0% 44 32.0% 57

1.5% ,, 0,5タ6 27,0タ6 40i29.0% 45 25.0% 35 27.0% 40 27.0% 44

2.25% ,, 0.67% 27,0タ6 36127.0%
E

42 25.0% 33 26.0% 33 26.0% 43

2.98% ●● 0.83% 5.0% 5「7.0% 9 6.090176,096
1

7 8.0% 12

3.75% ,, 1.0% 6.0%
:

76.0% 7
;6

.Og6816,0タ6 S 9.0% 10

5.2% 9P 1.33% 5.0% 5t4.0%
1

5 3.0%i314・0% 3 7.0% 8

6.76% ,, 1.67% 4.0% 413.0% 3

『

3・・%i313・ ・% 3 7.0% 8

8.25% ,, 2.0% 3.0% 3 2.0% 2 2.096'22.0% 2 6.0% 7

此 場 合 二於 テモ材 料 混 和 後 ノ絢 曹濃 度()・67%

迄 ハ喰 菌 作 用 旺 盛 ナ レ ドモ、o.8396以 上 一;'ナレ

バ急 劇 二低 下 ス ル コ トハ前 實験 ト同様 ナ リ。 然

レ共第 三 表 末 尾 二於 テ比 較 表 示 セ ル ガ 如 ク、

0.83乃 至2.0%二 至 レバ前 實験 二於 テ ・・6.0

乃 至9,0ノ ぢノ喰 菌 度 テ示 ス ニ、 本實 験 二於 テ ハ

2.0乃 至6.0%ニ シテ喰 菌 力減 弱 セ ル テ見 ル。

雨 者 共 材 料 混 和 後 ノ濃 度 ハ等 シ キニ拘 ハ ラズ喰

菌 力 二斯 カ ル差 テ示 スハ 如何 。 是 レ前 者 二於 テ

ハ絢 瀦 酸 曹 達 加 血液 テ調 製 スル ニ際 シ、 之 レニ

加 フル絢 礪 酸 曹 達液 ノ濃 度 一 定(1.5%)ナ ル ニ、

後 者 二於 テハ 濃度 大 ニ シテ最 高8.25%二 至 ル

ナ リ。 栃 テ斯 カ ル濃 度 大 ナ ル絢 糖 酸曹 達 加血 液

二於 テ ハ、Hamburgerノ 唱 ヘ シ如 ク白 血球 二

封 シ麻癖的作用 ラ及ボス結果、其喰菌作用 二悪

影響 テ及ボスモノナラン。勿論血漿喰菌現象試

験 ラ實施 スルニ當 リテハ、絢擶酸曹達加血液 テ

調製 シテ長 ク(2時 間以上)放置スル時ハ白血球

ノ喰菌能力衰 フルタメ、可成速 カニ試瞼 テ行 フ

必要 アリ。從 テ直 チニ絢曹加菌液 トノ混合 テ行

フタメ、絢曹加血液中ノ濃厚ナル絢構酸曹達 ガ

白血球 二作用 スル時間ハ5乃 至20分 間 ノ短時

間ナルモ、爾且ツ上記 ノ如 キ白血球喰菌能力 ノ

減弱 アリ。故二絢構酸曹達加血液 テ調製 シテヨ

リ試験實施二至ル迄長時間テ要 スレバ、濃厚絢

曹液 ノ白血球障碍程度ハ更 二大ナルベキナリ。

以上ノ理由一ヨリ、余ハ喰菌試験實施二際 シ試

験相 ノ絢曹濃度 テー定ニスルニ當 リ、菌液 ノ絢
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曹濃度テ高 ク絢曹加血液 ノ夫 レヲ低 クシテ、絢

構酸曹達 ノ白血球 二及ボス障碍作用 テ可及的避

ク ベ キ コ トニ 留 意 セ リ。

第三章 余 ノ血漿喰菌現象試験法

以 上 ノ豫 備 試 験 ニ ヨ リ絢 構 酸 曹 達 ノ濃 度 ハ喰 菌

現 象 二於 ケル意 義 及 ビ影 響 ノ大 ナ ル テ知 ル。 栃

テ喀 疾 テ試 験 相 二混 ジテ喰 菌 現 象 試 験 テ行 フ揚

合 ハ、 之 レニ依 テ絢 曹 濃 度 ハ稀 繹 セ ラ レ從 テ正

常 「オ プ ソニ ン」作 用 出現 スル ノ虞 レア リ。 是 レ

ラ避 クル タ メ ーノ、菌 液 或 ハ絢 曹 加 血液 何 レカ ノ

絢 曹 濃 度 テ高 メザ ル可 カ ラズ。 而 モ實 験 ノ結 果

菌 液 ノ夫 レテ高 ムル コ トガ白血 球 テ障 碍 スル コ

トテ避 ケ得 テ合 理 的 ナ リ。 故 二余 ハ次 ノ如 キ實

駿 方 法 ラ探 用 セ リ。

第 一・節 實 験 方 法

1.實 験 材料

a)絢 構 酸 曹 達 加 血 液

健 常 海狽 ノ新 鮮 血 液2容 量 ト2.0%絢 曹 生 理的

食 盤 水溶 液1容 量 トヲ棍 和 セ ル モ ノ ニ シテ、 絢

構 駿 曹 達 ハ大 谷 氏 血 漿喰 菌 現 象試験 用 トシテ特

製 セ ラ レタル モ ノラ使 用 ス。健 常 海 瞑 ハ豫 メ「ッ

ベ ル ク リン」皮 内反 慮 ニ ョ リ結 核 「ア レル ギー 」

反 慮 陰 性 ナル コ トラ確 メ タ ル モ ノヲ使 用 ス。

探 血 法 探 血 管(ラ イ トノ「オ プ ソニ ン」管 二同

ジ)二 始 メ0.15ccm/2,0%絢 曹 生 理 的 食 盤

水 溶 液 テ入 レ、 液 ノ境 二 標 テ付 シ、 次 デ().05

ccmテ 残 シ、0.1ccmテ 棄 ツ。 次 二健 常 海 瞑 ノ

耳朶 テ酒 精 テ以 テ清 拭 清毒 シ、 乾 燥 スル テ待 チ

テ小 刀 ニ テ傷 付 ケ、 涌 出 ス ル新 鮮 血液 ラ探 血 管

ノ絢 曹 液 テ含 ム端 ヨ リ吸 引 セ シメ、O.15ccmノ

標 二達 シテ 止 ム。 然 ル後 探 血管 ノ室 虚 ナ ル他 端

テ熔 封 シ、 之 テ爾手 掌 内 二廻 輔 シ テ 良 ク混 和

シ、 冷却 ス ル ヲ待 チ、 検 温 器 ノ水 銀 ラ下 ゲ ル ガ

如 ク打 振 リテ管 ノ内 容 テ熔 封 セル端 二移 ス。 以

上 ノ操 作 二依 リテ得 タル絢 曹 加 血液 中 二若 シ凝

塊 テ認 ム ル時 ハ使用 二適 セズ。

b)結 核 菌 俘游 液

菌 浮游 液 テ製 ス ル ニ ハ毒 力大 ナ ル菌株 テ澤 ブベ

シ。 而 シテ形 態 不 良 ニ シテ殆 ン ド抗 酸 性 テ失 へ

ル モ ノハ使 用 ス可 カ ラズ。 且 ツ 白血 球 ノ喰 菌 程

度 ハ菌 株 ニ ヨ リテ多 少 ノ差 ア リ。 一般 二強毒 ナ

ル モ ノヨ リ賜 毒 ナ ル モ ノガ喰 菌 セ ラ レ易 シ。 故

二實 駿 二當 リテ ハ同 一菌 株 ヲ用 フル ノ要 ア リ。

余 ハ傳 研 業 室 菌 ナ ル 上池 菌 ラ使 用 セ リ・

本菌 液 ノ大 谷 氏 法 ノ夫 レ ト異 ナル鮎 ハ絢 曹濃 度

一 ア リ。 大 谷 氏 法 ニ テ ハ1.5%ナ ル モ本 菌 液 二

於 テハ2.5%ナ リ。 是 レ喀 疾 テ混 ズ ル コ トニ ョ

リ試 験 相 ノ絢 曹 濃 度 稀繹 セ ラル ・ラ補 ハ ンガ タ

メナ リ。

製 法 使 用 スル菌 ノ形 態 、抗 酸 性等 ヲ検 シ、其

ノ「グ リセ リン ブ イヨ ン」3週 間培 養 ノモ ノテ囁

氏80度 二於 テ1時 間 加熱 殺 菌 シ、 「ピ ペ ッ ト」

ラ以 テ肉汁 テ去 リ、 生理 的 食盤 水 テ以 テ3同 洗

條 シ タル後 食 盤 水 テ去 リ、 璃 磯 乳 鉢 中 一 テ研 磨

シ、25%絢 曹 生 理 的 食 盤 水 溶 液 ヲ研 磨 シ ツ ・徐

徐 二加 へ、 一程 度 二至 リ テ沈 澱 管 二移 シ、1分

間2000廻 轄 ノ遠 心 器 ニ テ虎 置 スル コ ト30分 間

ニ シ テ 止 メ、 其 中間 層 テ探 リ、 一 定 濃度 トナ

ス。 其 濃度 ハ白色 葡 萄 状 球 菌 ノ18時 間 培 養 テ

生理 的 食 盤 水 一1ccm中2mgノ 割 合 二浮游 セ

シメ タ ル モ ノ ・沼 濁 濃度 テ標 準 トス。 之 レテ硝

子 管 二入 レ熔 封 シ、3日 間囁 氏60度 ニ テ30分

間 宛 間 歌 滅 菌 法 テ施 シ、 氷 室 二貯 藏 ス.然 ル時

ハ約3ケ 月間使 用 二耐 ユ。 使 用 二際 シテハ良 ク

振 盈 シテ卒 等 ナ ル乳 剤 トナ スベ シ。

c)肺 結 核 患者 喀 疾

探 取 法 血 液 テ混 ゼ ザ ル患 者 喀 疾 ノ唾 液 ノ部 分

テ除 去 シ、 之 テ滅 菌 モ ル大 試験 管 二入 レ、 之 二

約1/5容 量 ノ「クnロ フ ォル ム」ラ注 加 シ、 固 ク

護 護 栓 テ施 シテ約15分 間 良 ク振 盈 ス.然 ル時

ハ喀 疾 ハ粘 稠 性 テ失 ヒ「ホ モ ゲー ン」ノ流 劃腋 ト

ナ リ、 雑 菌 ハ死 滅 ス。 之 テ滅 菌沈 澱 管 二移 シ、

1分 間 約3000廻 轄 ノ遠 心 器 ニ テ塵 置 スル コ ト

1時 間 二及 ブ。 然 ル時 ハ喀疾 中 ノ膿 球 、 結 核 菌
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其 他 ノ爽 雑物 ハ 「ク ロ ロ フ ォル ム」ト共 二管 底 二

沈 澱 ス。 其 上澄 液 テ 「ピペ.ト 」ニ テ別 ノ沈澱 管

二移 シ、 再 ビ1時 間遠 心 沈 澱 ラ行 フ。 然 ル時 ノ・

其 上澄 液 ハ殆 ン ド透 明 二近 キ モ ノ ラ 得 ラルベ

シ。 之 テ更 二ベ ル ケ フェ ル ド氏 濾 過器 テ以 テ濾

過 シテ得 タル澄 明無 菌 ノ喀 疾 液 ガ實験 二使 用 ス

ル喀 疾 材料 ナ リ.

2.検 査 材料 混 和 法

先 ヅ ラ イ ト氏 毛 細 管 「ピペ.ト 」テ以 テ絢 曹加 血

液2容 量、 次 二菌 液1容 量、 最 後 二喀 疾1容 量

テ吸 上 グ 「パ ラ フ ィン シャー レ」二吹 出 シ、 良

ク混 和 シ タル後再 ビ吸 上 グ 其 先 端3ccm位 テ

室 虚 トナ シ、 先端 テ熔 封 シ、 囁 氏37度 ノ重 湯 煎

モ牧 ム。 本 混 和 法 テ行 フ場 合探 血 後 時 テ経 ル ニ

從 ヒ血 液 中 ノ白血 球 ノ喰 菌 能 力 減 弱 スル ノ虞 レ

ァル テ以 テ、2時 間 以 内 二行 フ テ要 ス.余 ハ探

血 後20分 間 以 内 二 行 ヘ リ.尚 上 記 三液 混 和後

ノ絢 曹 濃 度 ハ約0.95%ニ シテ大 谷 氏 法 ノ夫 レニ

略 等 シ。而 シテ此 濃 度 二於 テハ 正 常 「オ プ ソー

ン」作 用 ハ 阻 止 セ ラ レテ 出現 セザ ル コ ト鉦 二述

べ」タル ガ女ロシ。

3.標 本作 製

塗 抹 法 前 記 検 査 材料 混和 液 テ囁 氏37度 二20

分 間 作 用 セ シメ タ ル後 、 毛 細 管 「ピペ ツ ト」テ取

出 シ、 先端 室虚 ナル部 テ鋸 ニ テ切 断 シ、 内容 液

テ 「パ ラ フ ィ ン シャー レ」二吹 出 シ テ 良 ク混 和

シ、 「オ ブ エ ク トグ ラ ス」テ用 ヒテ血 液 標 本 二於

ケル ガ如 ク塗 抹標 本 テ作 製 ス。

固 定 及 ビ染 色 法 室氣 中 ニ テ 乾燥 セ ル 標 本 テ

「メ チー ル アル コー ル」ラ以 テ8乃 至10分 間 固

定 ス。

染 色法 ハ チ ー ル氏 石 炭 酸 「フ ク シン」液 テ以 テ約

2分 間 加 温 染 色 テ 施 シ、 賂 酸 「アル コー ル」(酒

精100ccm二 濃盤 酸2滴 テ加 ヘ タル モ ノ)テ 以

テ脱 色 セ シ メ、 後 染 色 ハ 瑚 砂 「メ チー レン」青

(「メ チー レ ン」青1.09瑚 砂2.59ラ 鰹 水100

ccm二 溶 解 セル モ ノ)10倍 稀 糧 液 テ以 テ行 フ。

4.計 算 法

大 谷 氏 等 ノ如 クベ ツヘ ル氏 法 ラ用 フ。 即 チ白血

球 ノ総 撒 二封 シ喰 菌 セル 白 血球 ノ百 分 率 テ以 テ

喰菌 度 トナ ス.計 算 二 算 入 スル 白血 球 ハ中 性 多

核 白血球 、 大 軍 核細 胞 及 ビ移行 型 ノ3種 ニ シテ

是等3種 白 血球総 敷 百 個 テ検 査 シ、 其 中喰 菌 セ

ル モ ノ ・撒 テ直 チニ百 分 卒 テ以 テ表 ハ ス ナ リ。

此 際 同 時 二喰 菌 セ ラ レタル菌 ノ総 撒 ラモ表 示 セ

リ。 而 シテ 白血 球1個 二就 テ10個 以 上 ノ結核

菌 テ喰 菌 セル モ ノハ偶 畿 性 喰 菌 現 象 一 ヨル モ ノ

ナ レバ 之 テ除 外 セ リ。

第二節 本試 験法 二海狽血液 ヲ用 フ

・レ理 由拉 二海狽血液 ヲ用 ヒタノレ

肺結核患者血清 ノ喰菌性免疫

禮槍 出試瞼

肺結核喀疾中二喰菌作用促進物質 ノ有無 二關ス

ル試験二於 テ、絢構酸曹達加血液 ノ調製 二際 シ

健康人血液テ用フルガ至當 ナラン。然 レ共結核

二封 シ絶封健康人 ノ血液 テ得 ルコ ト困難 ナル

ト、實際上試験實施二當 リテ毎同健康人血液 ヲ

得 ル トィフコトハ至難 ナル問題ナリ。故二他 ノ

實験動物血液 テ以 テ之二代用シ得ルナラバ實際

上極 メテ便利 ナリ。

余ハ健常海狽血液 テ以 テ之二代用 セント欲 シ、

其 ノ可否ラ確 カメンガタメ、喀疲 ノ代 リニ大谷

氏等 二依 リ既二喰菌性免疫禮 ノ存在テ謹明セラ

レタル肺結核患者血清 ラ用 ヒテ次 ノ實験 ラ行ヘ

リ。

試験法 絢構酸曹達加血液2容 量、結核菌液1

容量、肺結核患者血清1容 量 ラ混 ジテ、前記試

瞼法二依 リ喰菌現象試験 ラ行 フ。而 シテ此際健

康者血清1容 量 テ用 ヒタルモノト、血清 ノ代 リ

ニ生理的食盤水1容 量 テ用 ヒタルモノトテ封照

トセリ。

實験成績ハ第四表二示 スガ如 ク、肺結核患者血

清20例 二就キ海猿血液 テ用 ヒテ血漿喰菌現象

試験 テ行 ヒシニ、総 テノ例二於テ喰菌作用檜進

セルテ見タリ。帥 チ、封照 トシテ用 ヒタル健康

人血清拉二生理的食聰水 ノ失 レニ於 テハ、喰菌

度6.0乃 至9.0%ナ ルニ、肺結核患者血清二於
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テハ13・0乃 至28.0%、 平 均20.0%ノ 高 率 ラ

示 シ、冤 疫 性 喰 菌 促 進 物 質 ノ存 在 ス ル ラ明 カ ニ

認 メ タ リ.而 モ此 八神 膿 ノ存 在 テ必 要 トセザ ル

喰 菌 性 免 疫 禮:ニ シテ椎 葉 、 小 林 両 氏 ノ唱 ヘ シ如

ク所 謂 「バ クテ リ オ トロー ピ ン」ナ リ ト認 ム。

第四表 肺結核患 者血清 二於 ケ)V喰 菌

性免疫禮検 出試験

試験
材料 患 者 喰 菌 度 喰菌

総数

●

肺

結

核

患

者

血

清

1一 25.0% 31

2一 20.0% 25

3一 25・0%i32

4一 13.0% 16

5一 15.0% 20

6一 28.0% 39

7一 21.0% 26

8一 17.0% 21

9一 20.0% 29

10一 17.0% 22
一

11一 18.0% 21

12一 22.0%; 32

13一 22.0% 31

14一 23.0% 32

15一 18.o% 2S

16一 17.0% 22

17一 23.0% 33

19一 22.0% 28

19一 19.0% 24

20一 23.0% 30

以上 二十例弔均値)120.0% 27

健封
康照
者
血
清

8.0% 11

8.0% 8

9.0% 10

9.0% 12

1 7.0% 9

10以上五例平均値18.0%1

輩ξナ舜貿生 理 由旬食 盛 オく17.096181

以 是 観 之、 海・瞑 血 液 テ用 ヒテモ人 血 清 、 喀 疾 其

他 ノ血漿 喰 菌 現 象 テ試 験 シ得 ラ ル ・モ ノナ リ。

只人 血液 ヲ用 ヒタ ル場 合 ト漁獲 血液 テ用 ヒタル

場 合 トニ於 テハ喰 菌度 二多 少 ノ差 異 テ生 ズル コ

トア ラ ン モ、 喰 菌 性免疫 盟 ノ存 在如 何 テ試 験 ス

ル意 味 二於 テハ何 レテ用 ヒテモ差 支 へ無 シ ト信

ズ ル ナ リ。

爾 此 質 駒 二於 テハ大 多 数 第2期 、 第3期 ノ肺 結

核 患 者 血 清 テ用 ヒ タ レ ドモ、 其 喰 菌 度 ハ20.0

%前 後 ニ シテ、 大 谷 氏 法 二於 テ秋 元 氏 ノ質 駒 二

依 レバ、 同期 肺結 核 患者 血漿:ガ30,0乃 至40.0

%或 ハ其 レ以 上 ノ喰 菌 度 テ呈 ス ト言 フニ比 シテ

其 程 度遙 カ ニ低 シ。 然 レ共 這 ハ大 谷 氏 法 二於 テ

ハ患 者血 液 が試 験 相 ノ9分 ノ4容 量 使 用 セ ラル

ル ニ封 シ、 此 實 験 二於 テハ患 者 血 清 が試 験 相 ノ

僅 カニ4分 ノ1容 量 用 ヒ ラ ル ・ 二過 ギ ザ ル タ

メ、 試 験 相 内喰 菌 性 免 疫 艦 ノ含 有 量 二大 差 アル

故 斯 ヵル差 異 ラ生 ジ タル モ ノナ ル ベ ク、 決 シ テ

海 狸 血 液 テ用 ヒタル コ トが斯 ヵル差 異 テ招 来 シ

タル モ ノ ニ非 ザ ルベ シ。

表 中患 者 野 々市 血清 ノ喰 菌 度 ハ 】3.0%、 ■

ノ夫 レハ15.0%ニ シテ他 二比 シテ喰 菌 度 低 シ。
の

野 々市 ・・奔 馬 性 肺 結核 ニ シテ■ ハ急 性粟 粒 結

核 ナ リ。 故 二期 ヵ ル急 性 重 篤 ナ ル肺 結 核 二於 テ

ハ免 疫 禮 ノ産 生比較 的 少 ナ キ モ ノナ ルベ シ。

又 対 照 トシ テ用 ヒ タル生 理 的 食盛 水 ト健 康 者 血

清 トテ比較 スル ニ、 後 者 二於 テ1.0乃 至2.0%

喰 菌 座 高 キ テ見 ル。 濃 厚 ナ ル食 臨 水 ハ 白血球 ノ

喰 菌 能 力 テ減 弱 スル モ ノナ レ ドモ、此 程 度(試 験

相 二於 テ約0.21%)ノ 稀 薄液 二於 テ ハ斯 カル作

用 無 キ故 二、 這 ハHamburger/fly'[,ヘ シ如 久

少 量 ノ異 種 蛋 白艘(此 場 合人 血 満)ガ 白血球 テ刺

戟 シテ其 喰菌 能 力 ラ少 許 増 進 セ ル ニ因 ルベ シ。

實 験 成 績 ノ示 ス ガ如 ク、 本 試験 法 ハ 又肺結 核 診

断 ノー試 験 法 ト シテ癒 用 シ得 ラル ベ シ。 即 チ喰

菌 度 約12.o%以 上 テ呈 スル モ ノハ肺 結核 ノ存

在 ラ疑 ヒテ可 ナ リ。 時 二急 性 重 症 結 核 ナ ル粟粒

結 核 、 奔馬 性結 核 等 二於 テハ之 以 下 ノ喰 菌 度 テ

呈 ス ル コ ト有 ラン ヤモ知 レズ ト錐 モ、 夫 ハ例 外

ナ リ。 而 モ大 谷氏 法 ハ拘 構 酸 曹 達 加 血 液 ノ調 製

二當 リテ直 接 患 者血 液 テ用 フ ル モ ノナ ル故 、 試

験 室 ノ設 備 ア ル塵 ニ テ採 血後 直 チ ニ施 行 ス ル テ

要 ス レ ドモ、 本 試 験 法 二於 テハ患 者 血 清 テ採 取

シテ氷 室 二貯 蔵 シ置 カ バ、 海狸 血液 テ用 ヒテ適

時 試 験 テ行 ヒ得 ル故、 實 際 上 大 谷 氏 法 二比 シテ

便 利 ナ ル貼 ア リ ト思 考 ス。 尚 且 ツ血 清 以 外 結 核

患 者 ノ喀 疾 、滲 出液 、分 泌液 其 他 二就 テ喰 菌 性
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免 疫 膿:ノ有 無 テ試 験 ス ル方 法 ト シテ磨 用 シ得 ラ ノレベ シo

第四章 肺結核患者喀疫中ノ喰菌性免疫禮検出試験

弦二於 テ余ハ上記余 ノ試験法二依 リテ、肺結核

患者喀疾中二結核菌二封 シ白血球 ノ喰菌作用ヲ

第五表 肺結核患=者喀疾二於ケル

喰菌性免疫臆検出試験

識
材料 患1者 喰 菌 度 喰菌

総{敬

肺

結

核

患

者

喀

疲

1 21.0 31

2一 27.0 39

3一 29.0 51

4一 25.0 31

5一 30.0 42

6一 23.0 35

7一 27.0 40

8一 29.0 54

9一 25.0 37

10 20.0 25
一一

11 18.0 21

12 19.0 23

13 21.0 26

14 25.0 30

15 22.0 29

16 28.0 4S

17 27.0 45

18 26.0 40

19 27.0 46

一
一
一
一
一
一
一
一一一一20一
一
一
一

一
一
一
一
一

24.0 38
一 一

21 32.0 52

22 20.0 26
一

23 25.0 38

24 30.0 44

25 21.0 34
幽26

35.0 66

27 33.0 60

28 28.0 51

29 19.0 29

30 27.0 49

以上三十例平均値 25.0% 39

生i封
理照
的
食藍

水

一 「

1 6,0タ6 8

皿 S,0タ6 10

皿 5.0% 6

IV 7.0% 9

V 7.0% 8

以 上 五 例7F均 値17.0%18

促 進 スル免 疫 物 質 ノ存 在 ス ル や 否 や テ試験 セ

リ。

實 験 ノ結 果1余 ノ血 漿 喰 菌 現 象 試 験 法 二於 テ試

験 相 二肺 結 核 患 者 喀 疾 チ混 ズル時 ハ、第 五 表 二

示 スガ如 ク、 縮 敷30例 二於 テ 総 テ喰 菌 良 著 明

二増進 セル ラ見 劣 リ。 即 チ生 理 的 食 聖 水 ノ同 量

ラ混 ジタ ル対 照試 験 ノ喰 面 皮6.0乃 至8.0%李

均7.0%ナ ル 二野 シ、18.0乃 至37.0、 平 均.

25.o%ノ 喰 菌 度 テ呈 ス。此 結 果 ハ肺 結 核喀:疾 中

二、 結 核 菌 二封 シ白 血球 ノ喰 菌 作 用 ラ促 進 スル

免 疫 物 質 ノ存 在 ス ル テ澄 明 スル モ ノナ リ。 而 シ

テ本 質 験:二於 テ ハ0.95%ノ 濃 度 テ有 スル棚 経

酸 曹 達 ノ タ メニ補 醒 ノ存 在'ヲ 必 要 トス ル 「オ プ

ソ ニ ン」ハ其 作 用 テ 阻 止 セ ラル ・故 、 該 免 疫 罷

ノ本 罷 八神 罷 ノ存 在 テ 必 要 トセザ ル 「バ クテ リ

オ トロー ピ ン」ナ ル〈ごシ ト思 惟 ス。

生理 的 食盛 水 テ用 ヒ タル対 照試 験 二 於 テ、 「オ

プ ソ多 ン」作用 ハ抑 制 セ ラ レ居 ル ニ モ拘 ハ ラズ、

倫 且 ツ6.0乃 至8.0%ノ 喰 菌 度 テ呈 セ ル ハ、正

常 「トロー ピ ン」ノ存 在 ト、 白 血球 ノ自登 性喰 菌

作 用 トニ基 ク モ ノナル ベ キ カ。 一 般 二結核 菌 ハ

自登 性喰 菌 作 用 テ蒙 り易 キモ ノナ リ。

正 常 「トロー ピ ン」ノ存 在 二關 シテハNeufeld

u.T6pfer,(211Sp乞th(22)等 八 極 メ テ稀 二或 ノ・例

外 的 二存 在 ス ト唱 へ、Hectoen,(23)Rosenthal,

圏Bezzola(25)等 ハ殆 ン ド無 常 存 在 スル モ ノナ

リ ト唱 へ、 真 読一 定 セザ レ ドモ、 本卦 照試 験 亘

理 ハ レ タル喰 菌 作 用 ノー部 テ正 常 「トロー ピ ン」

ノ作 用 二蹄 ス トモ過 誤 ナ カ ラ ン。

尚対 照 試験 二用 フ ル モ ノ ト シテ ハ2種 ア リ。1

ハ大 谷 氏 法 二於 ケ ル が如 ク2.0%絢 曹 加 血液2

容 量 ト、1.5%絢 曹 加 菌液1容 量 トテ混 和 セル

モ ノニ シ テ、 他 ハ本 實験 二用 ヒタ ル が如 ク2.0

%絢 曹 加 血 液2容 量、2.5%絢 曹 加 菌 液1容 量 、

生理 的 食盛 水1容 量 トテ混 和 セ ル モ ノナ リ。 雨

者 共 材 料 混和 後 ノ絢 曹 濃 度 ハ約(1.95%ニ シテ
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同 一 ナ レ ドモ、 後 者 二於 テ生 理 的 食 盤 水1容 量

テ加 フル コ トガ試 験 相 内血 液 濃 度 ラ稀 繹 スル コ

ト ・、 微 量 ノ食1謹 ノ作 用 ヨ リ シテ喰 菌 度 二影響

ス ル コ トア ラバ、 此 ハ封 照 ト シ テ 不 適 ナ ルベ

シ。 然 レ共 余 ・實 験 二依 レバ雨 者 ノ喰 菌 度 二差

異 アル テ認 メ ズ。何 レモ5.0乃 至8.0%ナ リキ。

故 二余 ハ喀 疾 テ混 ズ ル本 試験 ト試 験 相 内血液 濃

度 ノ條 件 ガ同 一 ナ ル後 者 ガ此 際 適 當 ナ ル モ ノ ト

認 メ、 之 テ封 照 試 験 トシテ探 用 セ リ。

大 谷 氏 ハ 血漿 喰 菌 現 象 試 験 二於 テ、喰 菌 度10・0

%以 下 ノモ ノハ之 テ陰 性 トセ リ。 本 實 験 ノ場 合

二於 テ モ、 封 照 生理 的 食 盤 水 ノ夫 レハ前 記 ノ如

ク、 白 血球 ノ自登 性 喰 菌 現 象 及 ビ 正 常 「トロー

ピ ン」ノ存 在 ノ理 ニ ヨ リ、 免 疫 性 喰 菌 促進 物 質

關 與 セザ ル ニモ拘 ハ ラズ、 術 且'ソ6.0乃 至8.0

%ノ 喰 菌度 テ呈 セ リ。 故 一10.り%以 下 ノモ ノ

ハ血 漿 喰 菌 現 象試 験 陰 性 ナ リ ト定 メ テ 可 ナ ラ

ンo

.叉「ク ロ ロ フォ ル ム」ノ微 量 ハHamburger二 依

レバ 白血球 ノ喰 菌作 用 テ檜 進 ス ル モ ノナ リ ト。

然 レ共 肺結 核 喀 疾 ト同様 「ク ・ ロ フ ォル ム テ以

テ庭 置 シタ ル非結 核 性 呼吸 器疾 患 喀疾 及 ビ「カ

リエ ス」ノ流 注 膿(第 五 章 及 ピ 第 十 章 参 照)二 於

テ喰 菌 度 刀曾進 テ認 メ ザ リキ。是 レ「クロ ロ フ ォ

ル ム」ハ比 重大 ナ ル タメ、 還 心 器 ニ テ虎 置 シタ

ル場 合全 部 管 底 二沈 澱 シ、 上 澄 液 中 ニ ハ殆 ン ド

之 テ含 有 セザ ル ニIMル ベ ク、 從 テ本 實 験 二於 テ

「クロ ロ フ ォル ム」ノ影響 列顧 慮 ス ル ノ要 無 カル

〈ご シ
。

次 二此實 験 二依 リテ謹 明 セ ラ レ タ ル喰 菌 性 免 疫

膿 ガ、 肺結 核 喀 疲 二特 異 ノモ ノ ナ リヤ否 ヤ、 結

核 菌 以 外 ノ他 ノ類 似 菌 二封 スル態 度 如 何 、 喀 疾

中 二微 量 ノ混 入 テ免 レザ ル唾 液 中 二存 在 スル ヤ

否 ヤ、 是等 ノ諸鮎 ラ明 カ ニ セ ン ト欲 シ、 次 ノ諸

實験 テ行 ヘ リ。

第五章 非結核患者喀疫二於 ケル實験

實 験 材 料 トシテ用 ヒ タ ル 諸 種 呼 吸器 疾 患 喀疾

ノ・、 肺 結 核喀 淡 ト同 様 操 作 ニ ヨ リテ探 取 セ ル モ

ノナ リ。 而 シテ其 病 名 二關 シテ ハ細 菌 學 的、 臨

躰 的 及 ビ「レ ン トゲ ン」検 査 等 テ行 ヒ テ之 ラ診 定

セル モ ノー シ テ、 從 テ何 レノ喀 庚 二於 テモ結 核

菌 ハ 謹 明 セ ラ レザ リ シモ ノナ リ(後 編 喰 菌 性 免

疫 盟 以 外 ノ免 疫 艦 二關 スル研 究 條 下 二於 テ用 ヒ

シ非 結 核 性 呼 吸 器 疾 患 喀 疾 モ、 同様 ナル條 件 テ

具 備 スル モ ノナ ル コ トテ豫 メ言已載 ス)。

實 験 ノ結 果 ハ第 六 表 ノ如 シ。 即 チ喀 疾]o例 二

於 テ8例 ハ殆 ン ド喰 菌 度 ノ}曾進 テ認 メ ズ。 封 照

ト シテ用 ヒタル肺 結 核PY;E/25.0%及 ビ27.0

%ナ ル ニ封 シ、7.0乃 至9.0%ナ リ。

封 照 食盤 水 ノ7.0%二 封 シ1・0%内 外 ノ差 ア ル

ハ、喀 擁i中二 含有 セ ラル ・異 種 蛋 白禮(海 瞑 血 液

二封 シテ)ノ 刺 戟 二 依 ル白血 球 喰 菌 能 力檜 進 ノ

結 果 ト見倣 ス ヲ得 ベ シ。 只第5例 ノ氣 管 枝 性喘

息 喀 疾 ト、 第7例 ノ加 答 見 性肺 炎喀 疾 ノ2例 二

於 テ、各 々15.0%及 ピ11・0%ト 言 フ梢 支高 率

第六表 非結核患者喀疾二於ケル

喰菌現象試験

喀 疾 種 類 喰 菌 度
喰菌
纏敬

1加 答見性肺炎喀疾 8.O% 2

2氣 管 枝 加 答 見,, 7.0% 8

3肺 壌 疽,, 9.0% 10}
4氣 管枝据 張症,, 8.0% 11

一 一 一一

5氣 管枝 喘 息,, 15.0% 21

6流 感性肺 炎" .8.0% 11

7加 答見性肺 炎" 11.0% 15

8「 クル ップ」性肺 炎" 8.0% 9

9流 感性肺炎 ・ 9.0% 8

10流 感 性 肺 炎,, 7.0%18

以上十例李均値 9.0%111

封

照

肺結核喀疾1 25.0% 35

肺結核喀疾皿 27.0% 38

生理的食堅水 7.0% 8
1

ノ喰 菌 度 テ呈 ス。 然 レ共 第5例 ノ氣 管 枝 性喘 息

ハ喀疾 中結 核 菌 テ謹 明 セザ リ シカ ドモ、「レ ン ト

ゲ ン」検 査 二於 テ 右 肺 後 下部 二 陰 影 テ認 メ、 肺

結 核 ラ経 過 セル ノ疑 ヒ存 スル モ ノ ナ リ。 又 第7
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例 ハ右 肺 上葉 性肺 炎 ニ シテ、 上 葉 性 肺 炎 ハ通 常

結 核病 竈 ノ 存 在 二 起 因 ス ル モ ノ多 シ ト唱 ヘ ラ

ル。 然 ラバ 喀疾 中結 核 菌 テ 讃 明 セザ リ シ ト難

モ、結 核 ノ存 在 テ疑 ハ シム ル モ ノナ リ。 イ乃 テ此

2例 ハ潜 在 性結 核 テ有 スル ガ故 二喀 疾 中 二喰 菌

性 免 疫 禮 テ分 泌 セル モ ノニ ア ラザ ル カ。 凡 ソ吾

人 ノ探 知 シ得 ザ ル潜 在 性 結 核 病竈 ノ存 在 セル場

合、 他 ノ炎衝 性 呼吸 器 疾 患 ノ勃 瑳 セ ル ァ ラバ、

該 結 核 病 竈 ハ之 レガ刺 戟 ラ蒙 リ、 一過 性或 ハ持

綾 性 ノ活動 状 態 二入 リ、 菟 疫 罷iノ産 生 管 爲 セ ラ

レ、 從 テ喀 疾 内該 物 質 ノ分 泌 ラ招 來 セ ラル ・コ

ト有 ラ ン。 實 際 上全 然 結 核 二罹 患 セ ズ トィフ者

極 メテ少 ナ ク、 殊 二都 會 人 二於 テ然 リ トス。 然

ラ バ結 核 以 外 ノ呼 吸器 疾 患 喀 疲 中 二多 少 ノ喰 菌

性 免 疫 禮 ガ澄 明 セ ラル ・コ ト有 リ トモ、 之 テ以

テ 直 チニ非結 核 性呼 吸 器 疾 患 喀疾 中 ニモ結 核 菌

二封 スル喰薗性免疫艘 テ含有 スルコトアリト唱

フルハ誤 リナルベシ。又第4例 ノ氣管枝搬張症

ハ、10例 中唯一 ノ剖検例ニ シテ、登病初期ヨリ

常二帯緑黄褐色ノ喀疾 テ多量二喀出 シ、撒同二

亙ル喀疾検査 二於 テ毎常結核菌陰性ナリシカ ド

モ、臨林症状 二於 テハ弛張性高熱テ登 シ、末期

二於テ殊 二甚 シク、臨林上結核 ノ存在ヲ疑 ハシ

メタル症例 ナリ。然 レ共剖検上全身何 レノ部分

二於テモ結核病竈 テ登見セザリキ。故 二此例 ハ

肺結核以外 ノ呼吸器疾患喀疾ハ結核菌二封スル

喰菌性冤疫膿ヲ含有セザルノ好適例ナリ。

要スルニ本實験 二依 リ、肺結核以外 ノ呼吸器疾

患喀疾中ニハ結核菌二封スル喰菌性冤疫醒存在

セズ、若 シ存在 スルコトアリトセバ、夫ハ潜在

性結核病竈 ノ存在 スル場合ナルベ シト唱 フルモ

可ナラン。

第六章 結核菌以外1抗 酸1性類似菌a於 ケル實瞼

余 ハ肺 結核 喀 廣 中 二存 スル喰 菌 性 免疫 艦 ガ、 結

核 菌 二封 シ菌 種 特 異 性 ラ有 スルヤ 否 ヤ テ検 セ ン

ト欲 シ、 結 核 菌 二類 似 菌 タル種 々 ノ傳 研 業 室 抗

酸 性 菌 中、 生 理 的 食盤 水 一 テ「ホ モfr"一一一ン」ノ菌

液 ヲ作 リ得 ラル ・種 ノ菌 テ揮 ビ、 結核 菌 ト同方

法 二依 リ絢構 酸 曹達 加 菌 液 ラ作 リテ、 肺結 核喀

疲 中 ノ喰 菌 性 免疫 艦 二封 ス ル態 度 ヲ結 核 菌 ト比

較研 究 セ リ。

一 般 二結 核 菌 以 外 ノ抗 酸 性菌 ハ、 生理 的 食藍 水

内 二於 テ凝 集 シ易 ク、 余 ノ使 用 セ ル7種 ノ抗 酸

性 菌 中 「ホ モ ゲー ン」ノ菌 液 ヲ作 リ得 ラ レシモ ノ

ハ、 抗 酸 性 菌C同 ・59.同85/3種 ノ菌 二過 ギ

ザ リキ。 「ホ モ ゲー ン」ノ菌液 テ作 リ得 ラ レザ ル

モ ノハ喰 菌 試験 使 用 二適 セザ ル ナ リ。 而 モ以 上

3種 ノ菌 ト難 モ、菌 液 調 製後 撒 時間 テ経 過 ス ル

時 ハ凝 集 ラ來 ス傾 向 ア リ。 故 二余 ハ菌 液 調 製後

直 チ ニ實 験 テ行 ヘ リ。

染 色標 本 ノ作製 二當 リテ ハ、 是 等3菌 中抗 酸 性

菌Cテ 除 ク他 ノ2菌 ハ、 結 核 菌 二比 シ抗 酸 性遙

ヵ二弱 ク、 盤 酸 「アル コー ル」ニ テ脱 色 セ ラ レ易

キ故 二 「ギー ム サ」染 色 法 ヲ用 ヒ、 抗 酸 性 菌Cモ

便宜 上同 一染 色法 テ用 ヒタ リ.印 チ鱈 水10ccm

二10乃 至12滴 ノ原液 ヲ溶 解 セ ルモ ノー テ15

乃 至20分 間 染 色 ス。 然 ル時 ハ菌 艦 ハ濃 紫 色 二美

染 シ明 カ ニ認 メ ラル。 染 色長 キ ニ失 ス ル時 ハ、

白血球 ノ原 形 質穎 粒 濃 染 シテ、 菌膿 トノ鑑 別 テ

困 難 ナ ラ シム ル虞 レア リ。

第 七 表

喬 種 類 槍 査 材 料 喰菌度 鷲

抗酸性菌C 王 、

2

結 核 喀 疾
ll叢陽

_「

生理的食盛水

抗酸性菌59 1
2

結 該 喀 疾 5砺lu

生理的食藍水 5.0%9

抗酸性菌85 主
2

結 核 喀 疾 10.0%

9,0タ6

29

生理的食盤水
一
19

11結 核 菌
lI2

結 核 喀 疾 27.0% 35

生理的食盛水 7.0% 9 1

實 験 ノ結 果 ハ第 七表 ノ如 ク、 是 等 菌 液 ヂ用 ヒテ

血 漿喰 菌 現 象試 験 テ行 フー、 結 核 菌 二於 テ ハ試

験 相 二肺 結 核 喀 廣 テ混 ジ タル場 合 ・・、封 照 トシ

テ 生理 的 食盤 水 テ混 ジ タル モ ノ ニ比 シ～ 遙 カニ

喰 菌 度 ノ増 進 テ認 メ、 封 照 食 盤 水 ノ7.o%二 封

シ27.0%ノ 高 率 テ示 セ ドモ、 是 等 三 菌 二於 テ
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ハ肺結核嘲 爽テ混 ジタル場合 トi碓、対照食盛水

ノ夫 レト喰菌度 二殆 ド差異 テ認 メズ。

即チ本實験 二依 リ、肺結核喀疾 中ノ喰菌性免疫

膿 ハ結核菌二封 シテ菌種特異性 テ有 スルモ ノ・

如 ク、結核菌以外 ノ抗酸性類似菌 二作用 セザル

コ トヲ'知ル。

實験 二用 ヒタル菌種中、抗酸性菌Cハ 動物實験

二於 テ結核菌 ト類似 セル病的憂化ラ起 ス一種 ノ

抗 酸 性菌 ニ シテ、 抗 酸1生菌59及 ビ85ハ 何 レモ

「ス メ グ マ」菌 ノー一種:ナ リ。

尚 本 貫 験 ニ ヨ リ白 血球 ノ喰 菌能 力 ハ、 細菌 ノ種

類 ニ ヨ リテ異 ル テ知 ル ベ シ。 帥 チ抗 酸 性菌C一

於 テ 八景 モ大 ニ シテ、喰 菌 度10.0%、 喰 菌 総

数25個 、 以 下 抗 酸 性菌85結 核 菌 ノ順 二其 喰 菌

度 低 下 シ、 抗 酸 性 菌59二 於 テ八景 モ小 ニ シテ、

喰 菌 度5.0%喰 菌 総 数9個 ナ リ。

第七章 肺結核患者唾液二於ケル實験

喀 疾 採 取 ノ場 合 之 レニ混 入 ス ル唾 液 ハ出 来得 ル

限 り除 去 スル モ、 尚 且微 量 二残 存 ス ル コ トア ル

ベ シ。 故 二患 者唾 液 中 二喰 菌 性 免疫 罷 存 在 スル

や否 や テ確 ム ル ノ要 ア リ。{乃テ之 レが検 索 テ行

ヘ リ。

肺 結 核 患 者 唾 液 探 取 法 患 者 ノロ腔 テ20%過

酸 化 水 素水 一 テ数 回含 漱:セ シ メ、 次 二生 理 的 食

盛 水 ニ テ夏 雲含 漱 セ シメ テ 口腔 内 テ清 浄 ニ シ、

然 ル後 護 誤 管 テ御 ヘ シメ.之 テ傳 ヒテ流 出 スル

唾 液 テ滅 菌 「シャ ー レ」二採 取 シ、 更 二滅 菌 試 験

管 二移 シ、 約 ソ7容 量 ノ「ク ロ ロ フTル ム」テ注

加 シ、 固 ク護 護 栓 ラ施 シ テ良 ク振 盈 シ、 混 入 セ

ル雑菌 テ死滅セシメ、1分 間3000廻 轄 ノ遽心

沈澱器ニテ約30分 間庭 置シ、上澄 テ採取セル

モ ノナリ。

此唾液 テ用 ヒテ喀疾 ト同様ナル方法 二依 り血漿

喰菌現象試験 チ行 ヒシ結果ハ第八表 二示 スガ如

ク、肺結核患者唾液 ラ混 ジタル血漿喰菌現象試

験 二於テ喰菌度 ノ増進 テ見ズ。5例 ノ實験 二於

テ其喰菌度5.0乃 至7.0%、 平均6.0%ニ シ

テ、対照生理的食盛水 ノ夫 レニ相等 シ。

即 チ此結果 ヨリシテ、肺結核患者唾液中一八結

核菌 二封 スル喰菌性免疫盟 ノ存在 セ ザ ル ヲ知

ノレo

第八章 大谷、根本雨氏J實 験成績二割スル批判

肺 結 核 患 者曙 疾 中 二白血 球 ノ喰 菌 作 用 テ促 進 ス

ル免 疫 物 質 ノ存 在 スル コ トニ關 スル報 告 ハ、 僅

カニ大 谷 、根 本⑳ 両 氏 ノ夫 レテ見 ル ノL。 然 レ

共 其 成 績 ハ余 ノ夫 レ ト大 イニ異 ル。 両 氏 ハ患者

喀 疾 ノ生理 的 食 盛 水 浸 出液 中w、 結 核 菌 二封 ス

ル喰 菌 促 進 物 質 ノ存 在 スル や否 や テ検 索 セ ル結

果 、 時 二存 在 ス ル コ トアル モ多 ク ノ場 合 陰 性 ナ

リ ト ノ成 績 テ得 タ リ。 而 シテ陽 性 ナ ル場 合 ハ疾

病 ノ経 過 良 好 ナ ル際 ニ シ テ、 殊 二 「ツベ ル ク リ

ンJ、 「チ ア ノ ク プ ロー ル」等 ノ注射 後 一 於 テ該

物 質 ノ著 明 二出現 スル コ トアル テ見 タ リ ト。

両 氏 ハ該 物 質 ハ血 液 ヨ リ由來 セル モ ノナ リ ト説

明 シ、 患 者血 液 中 二恒常 該 物 質 ノ存 在 スル ニモ

拘 ハ ラズ、 喀 疾 中 二出現 ス ル コ ト稀 ナ ル ハ、 病

竃 分 界 線 ノ作 用 ト見 ルベ ク、 特 殊 療 法 二於 テ病

竃反慮 テ起ス時ハ、血液中ノ該物質が分界線 ラ

越エテ病竃内二浸潤 シ、弦二始メテ免疫物質 ノ

作用テ襲揮 シ、治療敷果ラ牧ムルモノニシテ、

從 テ斯 カル場合免疫物質 ノ喀疾内出現 テ來スモ

ノナリト設 ケリn

第八表 肺結核患者唾液二於ケル

喰菌現象試験

試験材料 患 者 喰 菌 度 喰菌纏
敏

腕液結

核
患
者
唾

1一 6.0% 8

2一 7.0% 9

3一 7.0% 7

4一 6.0% 8

5.0% 65

以上五例エF均値16.0%18

劉照 生理的食盛水16.0%17

然 レ共余 ノ實験成績ハ之 レト異 り1毎 常喀疾 中
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二喰 菌 性 免 疫 禮 ラ説 明 セ リn此 相 違 ノ因 テ來 ル

所 以 果 シテ何 レニ在 リヤ。

大 谷 、 根 本 両 氏 ノ實験 二用 ヒタル喀 疾 材料 ハ患

者 喀 疾1.Og二 就 キ2.Occmノ 生理 的 食 鞭 水 テ

加 へ、 硝 子 棒 ラ以 テ良 ク擬 拝 シ、 之 テ遠 心 沈澱

器 ニ テ麗 置 シ、 其 上澄 液 テ探 り シモ ノー シテ、

喰 菌試 験 方法 ハ、 此 喀 庚 浸 出液 中 二結 核 菌浮 游

液 及 ビ白血 球 テ混 ジ テ行 ヒ シモ ノナ リ。 故 二階

疾 材 料 ハ余 ノ夫 レニ比 シテ極 メ テ稀 程 度 高 キモ

ノー シテ、 而 モ喀 疾 ト食 盛 水 ト ノ混和 液 テ擬 搾

スル コ トニ ヨ リ、 喀 疾 中 二含 有 セ ラル ・免疫 物

質 が幾何 程 度 食盛 水 中 二浸 出 セ ラル ・ヤ不 明 ナ

リ。 恐 ラ ク全部 浸 出 セ ラル ・コ トナ ク、 其 一 部

ハ喀疾 中 二残 存 スベ ク、 殊 二階 疲 が粘 稠 度高 キ

場 合 二於 テ一層 然 ルベ シ。{乃テ實 験 材 料 二供 ス

ル喀疾 浸 出液 中 二含 有 セ ラル ・喰 菌 性免 疫 物 質

ハ、 余 ノ夫 レニ比 シテ遙 カ ニ少 量 ナ リ ト見倣 サ

ザ ル ラ得 ズ。 且 又喰 菌 現 象試 験 方法 二於 テ、 両

氏 ノ夫 レハ喀疾 ノ生理 的 食 盛 水 浸 出液 中 二於 テ

行 ヒ、 余 ノ夫 レハ生艦 内 二於 テ生 活 現 象 テ螢 ム

ニ必須 ナ ル役 目 テ演 ジ、 而 モ 白血球 ノ喰 菌 作 用

ハ通 常 其 中 二於 テ行 ハ ル ・所 ノ価 夜 ト、 少量 ノ

喀:疾 ト ノ混 和 液 中 二於 テ行 ヘ リ。故 二白血 球 ノ

喰 菌 能 力 テ瑳 揮 スル條 件 二於 テ差 アルベ シ。

以 上2ツ ノ理 由 一 ヨ リ雨 實験 ノ結 果 二大 差 ラ生

ジ タル モ ノニ ア ラザ ル カ。

余 ハ之 ラ確 詮 セ ンガ タ メ同 一患 者 喀 疾 ヨ リ同 時

二両 氏 ノ方 法 二依 ル喀 疾 材 料 ト、 余 ノ方 法 二依

ル夫 レ トテ採 取 シ、 余 ノ血漿 喰:菌現 象 試験 法 ニ

テ喰 菌 試験 ラ試 ミタ リ。

實 験 ノ結 果 ハ第 九表 二示 ス ガ如 久10例 ノ肺 結

核 患 者喀 疾 二於 テ何 レモ両 者 ノ喰 菌 度 二著 明 ノ

差 アル テ認 メ タ リ。 即 チ大 谷 、 根 本 両 氏 ノ法 ニ

ヨ リ採 取 セル喀 疾 ラ用 ヒ タル モ ノハ、 余 ノ夫 レ

ー比 シテ喰 菌 度 蓬 カニ低 ク余 ノ夫 レガ19 .0乃

至33.0%、 平均27.0%ナ ル ニ封 シ、 両 氏 ノ夫

レFノ・8.0乃 至16.0%、 平均12.0%ニ シテ、 平

均値 二於 テ15.0%ノ 差 異 ア リ。

此 結果 ヨ リ観 レバ、 両 氏 ノ方 法 二依 リテ採 取 セ

ル喀疾 材 料 中 二 於 ケ ル 喰 菌 性 免 疫 罷 ノ含 有 量

ハ、 余 ノ方 法 二依 りテ採 取 セル喀 疾材 料 ノ夫 レ

ニ比 シ遙 カ ニ少 量 ナ リ ト認 メザ ル テ得 ズ。

第九表 大谷根本 両氏 ノ方法及 ビ余 ノ方法

二依 リテ採 取セ)V喀 疾 ノ喰

菌 現象比較 試験

試
験
材
料

1

患 者

喰菌度
余 ノ'方法 ニ
テ採取 セル

喀褒

喰菌度
大谷、根本

氏法 ニテ採
取 セル喀疾

1

副
11一 29.0% 14.0%

2一 32.0% 9.0%

結

核

患

者

喀

疲

3一 33.0% 16.0%

4一 28.0% 10.0%

5一 19.0% 11.0%

6一 27.0% 15.0%

7一 21.0% 8.0%

8一 25.0% 12.0%

9一 20.0% 10.0%

10一 32.0% 15.0%

以上十例平均値 27.0% 12.0%

対照 生理的食盛水 8.b% 8.0%

又 両 氏 ノ方 法 二依 リ採 取 セ ル喀 疾 材 料 ト錐 モ、

之 レテ対 照 食 穂 水 二比 ス ル時 ハ、 大 部 分 二於 テ

喰 菌 作 用 増 進 セ ル テ見 ル。 只僅 ヵ ニ ノ1例

が喰 菌 度8.0%ニ シテ対 照 食盛 水 ノ夫 レ ト同率

ナル アル ノ ミ。 即 チ両 氏 ノ採 取 方 法 二依 ル喀 疾

材料 二於 テモ、 尚 且 ツ大 部 分 喰菌 性 免 疫 罷 ノ存

在 が認 ノ ラ レ、 両 氏 が稀 二之 テ謹 明 セ リ ト言 フ

結 果 ト大 ナル逞 庭 ア リ。

以 上 ノ結 果 ヨ リ推 断 ス レバ、 両 氏 が肺 結 核 患 者

喀 疾 中 二喰 菌 性 免 疫 艘 テ謹 明 ス ル コ ト稀 ナ リシ

バ、 喀 疾 材 料 ト喰 菌 試験 方法 トノ條 件 ノ完 備 ラ

鋏 ケル ニ因 ル モ ノナ ルベ ク、 余 ノ實 験 成 績 ト ノ

差 異 ノ因 テ來 ル所 以 實 二此 鮎 二在 ルベ シ ト思 惟

スo

第九章 同一患者血清h喀 疫 卜;於 ケル喰菌性免疫禮ノ量的關係

一患者血清 ト喀庚 トニ於テ、喰菌性免疫膿 二 如何 ナ ル量 的關 係 アル ヤ テ知 ラ ン ト欲 シ、次 ノ
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第十表 同一患者喀疾及 ビ血清 二於ケ ノレ喰菌

性免疫 禮 ノ量 的關係比較試験

肺 結 核 患 者

田
■ヨ
固
目
■

1

0
召

3

4

プ0

6

7

8

9

01

以上十例平均値:

喀 疲
喰菌度

21.0%

22.0%

25.0%

27.0%

26.0%

28.0%

26.0%

24.0%

25.0%

30.0%

25.0%

血 清
喰'菌度

17.0%

18.0%

21.0%

22.0%

22.0%

23.0%

18.0%

17.0%

音
度菌

麦

雨
喰

ノ
%⑩4

4.0%

4.0%

5.0%

4.1房

5.0%

8.0%

7.0%

.
0θ

/
05.

0
ク
/

000
召

/
0θ/

07%030
ヨ

ノ
0

0

'
OPO

/
0

0
/0●02

實 験:テ行 ヘ リ。

試 験 方法 ハ前 記 ノ喀 疾 、 血 清 ノ夫 レニ同 ジ ク、

用 フル喀 疾 、 血 清 ノ量 ハ相 等 シ。 而 シテ喀 疾 及

ビ血 清 ノ採 取 ハ同 一 患 者 ヨ リ同 日二行 ヘ リ。

實験 成 績 ハ 第 十 表 ノ 如 ク、 肺 結 核 患 者10例 二

就 テ實 験 セ ル ニ、 何 レノ場 合 二於 テ モ同量 ノ喀

疾 及 ビ血 清 二於 テハ、 喀 疲 二 於 ケ ル 喰 菌 度 高

ク、4.0乃 至8.0%、 平 均5.0%ノ 差 異 ア ル テ

見 タ リ.即 チ同一 患 者 二於 ケル 同量 ノ喀 疾 ト血

清 トニ於 テハ喰 菌 性 免 疫 禮 ノ含 量 喀 疾 ノ方 多 少

大 ナ ルモ ノ ・如 シ。

第十章 小指 附 結核性骨疾患 ノ流注膿二於ケル實験

大 谷 氏 血 漿 喰 菌 現 象 試 験 法 二於 テ、 絢構 酸 曹 達

が重 要 ナ ル意 義 テ有 スル コ トハ、 既 二椎 葉 、小

林 両 氏 二依 リテ唱 ヘ ラ レ タル所 ナ リ。 余 ハ結核

菌 浮 游 液 、 健 常 及 ビ結 核 海 瞑 ノ血液 テ用 ヒテ、

血 漿 喰 菌 現 象 二及 ボ ス絢 構酸 曹 達 ノ影響 テ試 験

シ、 両 氏 ト同 様 ノ成 績 テ得 タ リ。 即 チ.__.定濃 度

(約o.s3乃 至1.o%)ノ 絢 構 酸 曹達 ハ1E常 「オ プ

ソニ ン」ノ作 用 テ阻 止 ス。 然 レ 共喰 菌 性免 疫 禮

タル 「トロー ピ ン」ノ作 用 テ阻 止 ス ル コ トナ シ。

是 レ一 定 濃 度 ノ絢構 酸 曹 達 八神 農 作 川 邦FIILス

ル故 、喰 菌性 墜 擁 艦 ト補 膿 トノ複 合 艦 ナ ル 「オ プ

ソー ン」ハ其 作 用 テ阻[L一セ ラル ・モ、補 禮 ノ存 在

ヲ'必要 トセザ ル「トロ一一ピ ン」ハ其 影 響 テ蒙 ラザ

ル ニ因 ルベ シ。

余 ハ又 濃 厚 ナ ル絢 構 酸 曹達 ノ溶 液 ハ、 白血 球 ノ

喰 菌能 力 二障 碍 的作 用 テ及 ボ ス コ ト テ質 駒 セ

リ。 価 テ血 漿 喰 菌 現 象試 験 テ行 フ場 合 二八、 白

血 球 テ障碍 セ ズ、 而 モ正 常 「オ プ ソー ン」ノ作 用

テ阻1ヒス ル絢 構 酸 曹達 ノ濃 度 手用 フル コ ト必 要

ナ リ。

余 ノ喀 疾 ラ混 ズ ル血漿 喰 菌 現 象 試 験 法 ハ、 此 貼

ヲ顧 慮 シ、 喀 淡 ノ混 入 一 言 リテ稀 澤 セ ラル ・絢

曹 濃 度 ハ、 菌 液 ノ絢'曹濃 度 テ高 ム ル コ トニ依 テ

之 テ補 正 セ リ。 帥 チ2.0%絢 構 酸 曹達 加 血 液 容

量、2.5%絢 曹 加 菌 液(大 谷 氏法 二於 テハ1.5%

ナ リ)7容 量、 肺 結 核喀 疾1容 量 テ 混 和 セ ルモ

ノー シテ、 試 験 材 料 混 和 後 ノ絢 曹濃 度 ハ約0.95

%ト ナ リ、 大 谷 氏 法 ノ夫 レ ニ略 等 シ。 此 濃 度 二

於 テハ正 常 「オプ ソ_.ン 」ノ作 用 ハ阻JLセ ラ レ、

2ゆ%絢 曹加ll且液 二 於 テ ハ 白血 球 ノ喰 菌 能 力 ハ

殆 ン ド障碍 テ蒙 ル コ トナ シ。

上 記試 験 法 テ用 ヒテ肺 結 核 患 者喀 疾311例 二就

テ實験 セ ル結 果 、 余 ハ無 常 閣 爽中 二結 核 菌 二封

ス ル 白血 球 ノ喰 菌 作 用 テ促 進 スルー 種:ノ喰 菌 性

免疫 膿 存 在 スル テ謹 明 セ リ。 此 免 疫 禮 ハ肺 結 核

喀 疲 二特 異 ナ ・・モ ノ ・如 ク、 他 ノ呼 吸 器 疾 患 喀

疲 中 一 八殆 ン ド之 ヲ澄 明 セ ズ、 時 二比較 的 少 量

二於 テ謹 明 セ ラル ・コ トアル モ、 夫 ハ陳 薔 結 核

病 竈 ノ存 スル場 合 、 或 ハ潜 在 性 結 核 ノ存 在 テ疑

ノ・シム ル場 合 二於 テ ナ リ。

該 免疫 盟 ハ 又菌 種 特 異 性 テ有 スル モ ノ ・如 ク、

結 核 菌以 外 ノ抗 酸 性結 核 類 似 菌 二作 用 スル コ ト

無 カ リキ。爾 患者 唾 液 中 一八 之 テ説 明 セザ リキ。

該 免 疫 禮 ノ本 膣:二 關 シテ ハ、 既 ニ一 定 濃度(約

11.C,_%)ノ 絢 構 酸 曹 達 ニ ヨ リ補 艦 作 用 ・・附ILゼ

ラル ・ニ ヨ リ、 神 髄 ト喰 菌 性 懸 盤 ト ノ複 合 膿

ナ ル「オ プ ソニ ン」作 用 ハ護 現 セ ザ ルベ ク、 從 テ

此 ハ補 艘 ノ存 在 テ 必要 トセザ ル 「バ クテ リオ ト
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ロー ピ ン」ナ ルベ シ ト思 惟 ス。 或 ハ他 二免 疫 「オ

プ ソニ ン」存 在 ス ル ヤ モ知 レザ レ ドモ、 免 疫 「オ

プ ソー ン」モ正 常 「オ プ ソニ ン」ト等 シ ク補 膣 ノ

存 在 テ必要 トスル モ ノナ ル故、 其 作 用 ハ 阻 止 セ

ラルベ キ ナ リ。 免 疫 「オ プ ソー ン」ノ喰 菌 性饗i囁

膿 ハ、 神 髄 トノ結 合力 正常 「オ プ ソニ ン∫ノ夫 レ

ニ比 シ強 力 ナ ル モ ノナ レ ドモ、1.0%内 外 ノ絢

構酸 曹 達 ノ存 在 二於 テハ正 常 「オ プ ソ ニ ン」ノ夫

レ ト等 シ ク補膿 ト結 合 セ ズ、 從 テ其 作 用褒 現 セ

ザ ル コ トハ小 林 氏 ノ實 験 説 明 セル所 ナ リ。

又該 喰 菌 性免 疫 膿:ノ同 一 患 者喀 疾 及 ビ血 清 ノ同

一 量 二於 ケ ル含 有 量 ハ
、 常 二喀 疾 二於 テ梢 ≧大

ナ ル モ ノ・如 シ。 大 谷 、根 本 両 氏 へ 該 喰 菌 性免

疫 艦 ノ喀 疾 中 二説 明 セ ラル ・コ ト通 常 微 量 二且

ツ稀 ナ リ ト唱 ヘ タ リシガ、 余 ハ之 二反 シ比較 的

多 量 二且 ツ毎 常 之 ラ謹 明 セ リ。 両 氏 が斯 カ ル成

績ラ 得 タ ル ハ、 喀 疾:材料 及 ビ喰 菌 試 験 方 法 ノ差

異 二因 ルベ シ。 尚 両 氏 ハ該 免 疫 膿:ノ由 来 二關 シ

テ、 之 テ血 液 中 ヨ リ移 行 セ ル モ ノナ リ ト唱 ヘ タ

リ シガ、 余 ハ其 一 部 ハ然 ラ ンモ、 大 部分 二於 テ

ハ肺 臓 ノ病 竃 組 織 自身 ヨ リ分 泌 セル モ ノ ナ ラ ン

トノ見解 ラ有 ス。 而 シテ之 レが論 縁 二關 シテハ

総 括 拉 二 考 案 ノ 條 下 二 於 テ 詳 述 スル所 アル ベ

シ。 最後 二余 ノ血 漿喰 菌 現 象 試 験 法 ハ、 喀 疾 二

依 ル肺 結 核診 断 ノ___.方法 トシテ用 ヒラル ベ ク、

術 喀疾 ノ代 りニ患 者 血 清 ラ用 フル時 ハ、 大 谷 氏

法 ト等 シク肺 結 核 診 断 二慮 用 セ ラ レ、 而 モ大 谷

氏 法 二化 シ試 験 實 地 上便 利 ナ ル鮎 ア ルベ シ ト思

考 ス。

附 結核性骨疾患ノ流注膿=於 ケル實験

余 ハ脊 椎、 腰 椎、 肋 骨 、 薦 骨 「カ リエ ス」等 ノ結

核 性 骨疾 患 ノ流 注 膿 瘍 例 二於 テ、 其 流 注 膿 ラ採

取 シ、 喀 疾 ト同様 操 作 ヲ施 シ、 得 タル所 ノ上澄

液 ニ ヨ リテ、 喀 疾 二於 ケル ト同方 法 ニ テ血漿 喰

菌 現 象試 験 テ行 ヒタ ル ニ、 第 十___.表二示 ス ガ如

久 絡 テ ノ例 二於 テ喰 菌 性免 疫 禮 ノ存 在 テ謹 明

第十一表 結核性 骨疾患 ノ流注膿 二於 ケ,レ

喰菌性免疫膿検 出試験

繍 病 名

流

注

膿

孝罫椎1「カ リエ.ス 」

同

同

同

同

肋 骨 「カ.リエス 」

同

同

腰 冷症「カ リエス」

患 者

薦骨 「カ リエス」

以上十 例平均値

聴劇顯
8.0%11

6.0%

8.0%

5.0%

7.0%

5.0%

7.0%

6.0%

8.0%

9

10

6

10

6

9

7

9

7.0%8

16.0%,lg
罫照 生理 的食盛水16.0%i7

セ ザ リキ。

即 チ対 照 タル 生理 的 食 盛 水 ノ喰 菌 度6.0%ナ ル

ニ封 シ、 是 等 流注 膿 二於 ケ ル喰 菌 度 ハ5 .0乃 至

8.000ZF均6.0%ニ シテ、 両 者 間 二殆 ン ド差

異 テ認 メザ ル ナ リ。

等 シク結 核 病 竃 ヨ リ ノ生 産物 ナ ル ニ拘 ハ ラ ズ、

1ノ、発 喪 艦 テ著 明 二謹 明 シt1ハ 之 ヲ認 メズ、

其 理 由奈 邊 二存 スベ キ ヤ。 骨 髄 モ亦 免 疫 膿 産 生

地 ト認 メ ラル ・故 、 之 テ園 続 ス ル骨 質 ノ疾 病 タ

ル 「カ リエ ス」二於 テハ骨 髄 テ刺 戟 シテ免 疫 膿 産

生 ヲ促 シ、 從 テ分 泌 物 タル膿 中 一・モ免 疫罷 存在

スベ ク考 ヘ ラル ・ナ リ。 然 レ共 實験 ノ結 果 ハ喰

菌 性免 疫 膿:ノ存 在 テ謹 明 セザ リキ。 是 レ恐 ラク

流 注膿 ノ如 キ陳 薔 ナ ル病 竈 生産 物 二於 テハ、 喀

疾 が新 鮮 ナル分 泌液 ノ状 態 ニ テ排 泄 セ ラル ・ ト

異 り、 長 ク艦 内 二潴 溜 ス ル ク メ、 其 間 二於 テ種

種 ナル憂 化 テ蒙 り、 例 令 免 疫 禮 存 在 シ タ リ トス

ル モ破 壊或 ハ吸 牧 セ ラ レテ消 滅 スル ニ因 ル モ ノ

ナ ラ ン。
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第二編 肺結核患者喀摂中二存 スル結核菌ワ號育増殖阻止

作用 ヲ呈スルー種 ノ物質呂就テ

第一章 緒

全 血液 子以 テ スル細 菌 ノ禮 外 培 養 試 験 二於 テ、

免 疫 ノー現 象 タ ル殺 菌 作 用 テ検 スル方 法 二二 種

ア リ.1ハWright(2D(1908年)ノ 創 案 二依 ル

毛 細 管培 養 法 ニ シテ、 他 ハ1923年 同氏 ノ更 二

考 案 セ ル所 謂Slidecellculture(28)法 ナ リ。

以 上 ノニ法 中前 者 ハ其 後Matsunami及 ビSmi。

ley氏 等 ニ ヨ リ多少 ノ改 良 テ加 ヘ ラ レタル モ、

高 橋 氏 ㈹ ノ記 述 セ ル ガ如 ク、血 液 中 二播 種 サ レ

タ ル細 菌 個 々 ノ蓮 命 拉 二其 増 殖 程 度 テ探 究 スル

コ ト困 難 ニ シテ、 只 菌 ノ死 滅 セル場 合 ト然 ラザ

ル場 合 トノ ミ優 別 セ ラル ・二止 マ ル ナ リ。

反 之後 者 ハ凝 血 内 二於 ケル細 菌 個 々 ノ清長 テ追

究 スル ト同 時 二、 之 レガ襲 育 檜 殖 ノ歌 態 テ探 知

シ、 且 ツ菌 聚 落数 ニ ヨ リ或 ハ結 核 菌 ノ如 キ ハ或

程 度 マ デ各 聚 落 ノ菌 敷 ラ計 算 シ得 ラ レテ、 其」曾

殖 程 度 ラ明 カ ニ察 知 セ ラル ・ノ利 便 ア リ。 故 二

後 者 ・・前 者 ト比 シテ優 秀 ナル方 法 ナ リ ト謂 フベ

シ。

然 レ共此方法二依ル所見テ以テ直チニ血液 ノ殺

菌作用 ラ決定セン トスルハ困難ニ シテ、是 レガ

爲ニハ更 二菌 ノ移植培養試験、或ハ動物感染試

言

験 テ行 ヒテ菌 ノ生 死 デ検 ス・・ごキ ナ リ。

サ レバ 此Slidecellculture法 ハ血液 ノ殺 菌作

用 ラ検 索 ス ル ト言 フ ヨ リモ、 寧 ロ血 液 中 二於 ケ

ル細 菌 ノ叢 育 増 殖 阻 止作 用 テ呈 スル物 質 ノ存 否

テ研 究 ス ル ニ最 モ好 適 ナ ル培 養 試験 法 ナ リ ト言

フ ベ シo

爾 來 此 方 法 二依 ル研 究 多 ク、Wright(29)佐 藤(30)

伊 藤(31)澁川(32)及ビ緒 方(33)氏等 ノ結 核 菌 二關 ス ル

研 究 、 眞 柄 氏㈹ ノ牛、 馬、 家 兎 、海 狸 及 ビ「マ ウ

ス」ノ健 常及 ビ冤 疫 血 液 ノ各 種 細 菌 二 封 スル 殺

菌 作 用 、 拉 二該 作 用 ト免 疫 物 質 トノ相 互 的 關係

二關 スル研 究 等 ア リ
。 殊 二佐 藤 氏 ハ結 核 菌 ト海

狽 トラ用 ヒテ研 究 シ、健 常 海 狸血 液 内 二於 テハ

結 核 菌 ノ螢 育 檜 殖 ハ阻 止 セ ラ レザ ル モ、 結 核 罹

患 海狼 ノ血 液 内 二於 テノ・、 免 疫 ガー定 度 二達 ス

ル時 ハ完 全 二阻 止 セ ラル ・コ トテ實験 シ、 結 核

海狼 血 液 中 一 ノ・結 核 菌 ノ登 育 檜 殖 ラ阻 止 ス ルー

種 ノ免 疫 物 質 存 在 スル コ トラ登 表 セ リ。

余 ハ肺 結 核 患 者 喀叛 中 二斯 カ ル物 質 ノ存在 スル

ヤ否 ヤ テ、 検 索 セ ン ト欲 シ、 此 方 法 テ基礎 トセ

ルー 攣 法 二依 リ實 験 テ行 岱 リ。

第二章 實験方法戴呂培養所見

1.實 瞼 材 料

a)結 核 菌 浮游 液

之 二使 用 ス ル結 核 菌 ハ 「グ リセ リ ンブ イ ヨ ン」培

養 テ用 ヒタ リ。 而 シテ菌 株 ニ ヨ リ登 育 増 殖 程 度

二差 異 アル故 、 同 一條 件 ノ下 二試 験 テ行 ハ ンガ

タ メ ニハ 同 一菌 株 テ用 ピザ ルベ カ ラズ。 余 ハ傳

研 業 室 ノ上池 菌 テ使 用 セ リ。

即 チ該 菌 テ囁 氏37度 ノ解 卵 器 中 ニ テ約2乃 至

3週 間培 養 セ ル モ ノ ・中 ニ テ、新 鮮 ニ シテ登 育

良好 ナ ル モ ノテ揮 ビ、 菌 膜 又 ハ菌 苔 ヲ探 取 シ、

之 ラ滅 菌 セ ル吸 牧 紙 ノ厚 層 中 二挾 ミテ歴 迫 シ水

分 テ除去 シ、 乾 キ タル菌 塊 テ滅 菌 セル璃 璃 乳 鉢

中 二移 シ、 最 初 生理 的 食 盤 水 ノ2-3滴 テ加 ヘ テ

静 カ ー良 ク研 磨 シ粘 液 状 トナ サ シメ、 徐 々 二食

盤水 テ注加 シツ ツ研 磨 シ、1.Occm中10mgテ

含 有 ス ル乳 状 菌 液 テ製 ス。 始 メ ヨ リ多 量 ノ食 盤

水 ラ加 ヘ テ研 磨 ス ル時 ハ、 磨 滅 セ ラ レザ ル菌 塊

ノ残 留 ス ル ア リテ、 李 等 ナル乳 歌 菌 液 テ得 ラ レ

ザ ル モ ノナ リ。

斯 ク シテ得 タル菌 液 ラ1分 間 約2000廻 轄 ノ遠

心 沈 澱 器 ニ テ塵 置 スル コ ト5分 間 、 其 上 層 菌 液

テ新 タ ナ ル沈 澱 管 二探 取 シ、 再 ビ遠 心 淵 殿器 二
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掛 ケ、 同様 腱 置 テ行 フ。斯 ク スル コ ト3同 ニ シ

テ得 タル上 層 菌 液 ガ帥 チ所 要 ノ菌 俘 游 液 ナ リ。

斯 カル操 作 ノ下 二得 タ ル菌 俘 游 液 ノ濃度 ハ毎 常

殆 ン ドー定 ス レ ドモ、 實験 二用 フル ニ際 シテノ・

硫 酸 「バ リウ ム」又 ハ 「レチチ ン」溶 液 ニ テ標 準液

テ作 リ置 キ、 新 タ ニ得 タ ル菌 液 ノ漏 濁 度 テ之 レ

ニー致 スル ガ如 ク訂 正 ス ル テ ヨ シ トス。

此菌 液 テ塗 抹染 色標 本 ト シテ検 鏡 スル時 、2個

以 上結 合 セ ル菌 塊 アル ベ カ ラズ。 又 菌 盟 破壌 ナ伏

ノモ ノ無 キ テ要 ス。 尚此 際 菌 ノ抗 酸 性
、抗 「ア ル

コー ル」性 テ検 査 ス ル コ トモ勿 論 必要 ナ リ
。

b)海 猴血 液

血 液 テ探 取 スル ニハ精 密 二目盛 ラ施 セル1瓦 注

射 器 テ用 フ。 即 チ之 テ煮 沸 消 毒 シ、健 常 海狸 ノ

心臓 穿刺 ニ ヨ リ無 菌 的 二探 血 ス。 血 液 ノ凝 固 ラ

防 グ 目的 テ以 テ、 注 射 器 テ流 動 「パ ラ フ ィ ン」中

ニ テ煮 沸 沿毒 スル法 アル モ、 必 ズ シモ其 必要 ナ

シ。

c)肺 結 核 患 者喀 疾

第 一編 血漿 喰 菌 現 象 試 験 二用 ヒタル モ ノ ト同様

操 作 ニ ヨ リ探 取 セ ル モ ノニ シテ、 ベ ル ケ フェ ル

ェ 氏 濾 過 器 ラ以 テ濾 過 セ ル モ ノナ ル故 此 中 一 ハ

結 核 菌 存 在 セ ズ。 近 來 濾過 型 結 核 菌 艦 ノ存 在 テ

唱 フル者 アル モ、 本 培 養試 験 二於 テノ・之 レラ顧

慮 スル ノ要 無 カ ルベ シ。

d♪ 培 養 容 器

ライ ト氏 ノ所 謂slidecellニ シテ、満 潔 ナ ル「オ

ブエ ク トグ ラ ス」二枚 テ重 子合 セ、 其 間 二 僅 カ

ノ間 隙 テ保 チ、 周 縁 テ「パ ラフ ィ ン」ニ テ封 鎖 ス

ル モ ノー シテ、 此 間 隙 テ作 ラ ンガ爲 ニハ ー定 ノ

厚 サ(約()・06rnm)ラ 有 スルニ 條 ノ 紙 片 ラ ー 方

ノ「オブエ ク トグ ラ ス」ノ雨 端 邊 縁 部 二近 ク糊 着

シ、 乾 熱 滅 菌 セル モ ノナ リ。

2.培 養 操作

結 核 菌浮 游 液 ノ1滴(約0.(15ccm)テ 毛 細 管 「ピ

ペ ッ ト」ニ テ「パ ラ フ ィら ジー レ ン」セ ル 「ホー ル

オ ブエ ク トグ ラス」ノ陥 凹部 二 探 リ、 之 二他 ノ

新 タナ ル毛 細 管 「ピベ ッ ト」ラ以 テ同量 ノ肺結 核

喀 疾 ラ加 へ 滅 菌 セ ル硝 子板 ニ テ被 蓋 テ施 シ、

感 作 スル ガ如 キ意 味 ニ テ約5乃 至10分 間 放 置

シ、 次 二無 菌的 二探 取 セ ル健 常 海 瞑 血液o.45

ccmラ 加 へ、 更 二新 タ ナ ル毛 細 管 「ピペ ー・Jト」ラ

用 ヒテ血 液 ノ凝 固 セザ ル様 注 意 シテ 予早 ク充 分

二混 合 シ、 混 和 液 ノー 滴 宛 ラ紐i片 テ貼 付 セ ル方

ノ「オ プエ ク トグ ラス」上 二適 當 ノ間 隔 テ以 テ2

個所 二 滴 下 シ、 直 チニ 他方 ノ「オブエ ク トグ ラ

ス」テ其 上 二載 セ、周 縁 ヲ熔 融 セ ル 「パ ラ フ ィ ン」

テ以 テ封 鎖 ス。然 ル時 ノ・結 核 菌 テ播 種 サ レタ ル

血 液 ト喀疾 ノ混 和液 ハ、 寸 時 ニ シ テ凝 固 シ、 雨

硝 子板 ノ間 二於 テ紙 片 ノ厚 サ ノ圓板 状 薄 膜 トナ

ル。 是 等 ノ操 作 ハ総 テ無 菌 的 二 出來 得 ル限 リ圓

滑 迅 速 二行 フテ要 ス。 操 作 遅 々 タル時 ハ、 血液

早 クモ凝 固 シテ毛 細 管 「ピペ,ト 」ニ テ吸 引 ヘル

コ ト能 ハズ、 從 テ所 期 ノ血 液 培 地 ラ作 リ得 ザ ル

ベ シ
。

余 ノ培 養 試 験 法 ノーzaト 氏 ノ夫 レ ト異 ル鮎 ハ ラ

イ ト氏Slidecellcultureノ 試 験 相 二更 二喀 疾

ノー・定 量 加 フテ ル貼 二在 リ。是 レラ イ ト氏Slide

cellculture二 於 テ ・・、培 地 二用 フル血 液 自身

ノ菌 援 育 増 殖 作 用 二及 ボ ス影 響 テ試 験 スル モ ノ

ナ レ ドモ、 本 法 二於 テノ・之 二混 ジ タル喀 淡 ノ夫

レテ検 査 スル 目的 ナ レバ ナ リ
。 從 テ封 照試 験 ト

シテハ喀疾 ノ代 リニ同量 ノ生 理 的 食 賄 水 ヲ試 験

相 二加 ヘ タル モ ノ ・培 養 試 験 テ行 ヘ リ。

以 上 ノ操作 テ終 リタル モ ノ・・、 之 テ振 氏37度

ノ卵柳 器 中 二納 メ、1週 間 ノ後 取 出 シテ標 本作

成 二供 ス。 培 養 期 間2乃 至3週 間 以 上 ノ長 キ ニ

亙 ル時 ハ、 菌 聚 落 過 大 トナ リ、 菌 数 ノ計 算 困難

ニ シテ、 撒 字 的 比 較 テ行 ヒ難 シ。

時 二培 養 中周 縁 部 ノ「パ ラ フ ィ ン」剥 離 シ、 或 ハ

内部 ノ室 氣 ノ膨 脹 ニ ヨ リテ 「パ ラ フ ィ ン」部 二裂

纏 テ生 ズル コ トア リ。 斯 カ ル揚 合 ノ、血 液 培 地 ノ

ー部 或 ハ全 部 乾 燥 枯 漏 シテ培 養 ノ目的 テ達 セ ズ

故 二時 々注 意 シ、 若 シ空 隙 テ生 ジ血液 培 地 ノ乾

燥 セル モ ノア ラバ、 實験 ノ 目的 ラ達 セ ザ ル故 除

外 スベ シ。

3.標 本作 製

標 本 ラ作 ル ニハ小 刀 ノ 尖端 テ以 テ周 縁 部 ノ「バ
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ラ フィ ン」テ除 去 シ、 徐 々 二2枚 ノ 硝 子 板 テ離

開 ス。 然 ル時 ハ凝 固 セル血 液 ノ培 養 薄 膜 ハ、 多

ク ノ場 合 紙 片 テ貼 付 セル方 ノ硝 子板 二附 著 ス。

之 テ10%「 フ ォル マ リン」水 二 〇.5%ノ 割合 二氷

酷 酸 テ混 ジ タル溶 液 二投 ジ、約10分 間放 置 ス.

然 ル時 ハ 「フ ォル マ リ ン」ニ テ固定 セ ラル ・ ト同

時 二、 赤 血球 ハ溶解 シ 去 リ テ 白色 ノ菲 膜 トナ

ル。 次 イ デ蒸 鱈 水 ニ テ洗條 シ、 「フォル マ リン」

テ除 去 シ、 乾 燥 シテ染 色 テ施 ス。

染 色法 ハ石 炭 酸 「フク シ ン」液 ニ テ加 温 染 色 シ、

3.0%盤 酸 「アル コー ル」ニ テ脱 色、 水 洗、「メ チ

ー レン」青 ニ テ後 染 色 ヲ施 ス。

4.標 本 ノ検 鏡 拉 二培 養 成績 表示 法

上 記 ノ標 本 ヲ検 鏡 シ結 核 菌 ノ登 育 檜 殖 歌 態 テ検

査 ス ル ニ、 ・一般 二培 地 ノ周 縁 部 室氣 二接 スル部

分 ノ・中央 部 二比 シ登 育 増 殖 盛 ン ナ リ。 故 二登 育

檜 殖 程 度 ヲ比 較 セ ン トスル ニ當 リテハ、 周 縁 部

ヨ リ中央 部 二亙 ル絡 テ ノ部 分 テー様 二観 察 シテ

其 李 均 値 ラ得 ベ ク注 意 ス ル ノ要 ア リ。 又培 地 二

乾 燥 セル ガ如 キ部 分 存 ス ル時 ノ・、豫 メ此 部 二標

識 テ施 シ、検 査 一 當 リ 此 部 分 テ除外 スル ヲ要

スo

余 ハ標本二於 ケル結核菌 ノ増殖状態 テ比較表示

スルニ當 リ、周縁部 ヨリ中央部二亙 リ検鏡テ反

復 シテ菌聚落100個 ラ撒へ、其各々ノ増殖程度

テ次 ノ如キ符號 ヲ以 テ表 セリ。

1個 孤 立 セル モ ノ

2-10個 二増 殖 セル モ ノ

11-20個 二増 殖 セル モ ノ

21個 以 上 二檜 殖 セ ル モ ノ

+

十

帯

夏 二菌 檜 殖 度 ノ比 較 テ数 字 的 二表 シ、 一 見明 瞭

ナ ラ シメ ンガ タ メ

+

十

帯

結核菌1個

結核菌5個

結核菌15個

結核菌30個

トナ シ、 菌 聚 落100二 於 ケ ル封 照 試 瞼(喀 疾 ト

同 量 ノ生 理 的 食 盤 水 テ 用 ヒ タル モ ノ)ト 喀 庚 テ

用 ヒタル夫 レ ト ノ増 殖 菌 数 ノ絡 和 テ求 メ、 然 ル

後 封 照 ノ夫 レヲ菌 増 殖 度100%テ 以 テ表 シ、 喀

疾 ノ夫 レテ之 二比較 換 算 シ タル激 値 ラ求 メ テ菌

檜 殖度 テ比較 表示 セ リ。

5.培 養 所 見

a)肉 眼 的所 見

本 培 養 ノ肉眼 的 所 見 テ観 察 ス ル ニ、 培 養 後 時 テ

経 ル ニ從 ヒ著 明 ナ ル外 観 上 ノ攣 化 テ來 ス モ ノナ

リ。EPチ 培 養後5乃 至15時 間 以 内 二於 テハ血

液 小 圓 板 バー様 二血 液 固有 ノ赤 色 テ 呈 シ 居 ル

モ、 約20時 間 前後 ヲ経 過 ス レバ 中心 部 ハ暗 褐

赤 色 テ呈 シ來 リ、 周 縁 部 ハ黄 赤 色 テ呈 スル ニ至

リ、 同時 二周 縁 部 二於 テ肉 眼 的 二極 メテ小 ナ ル

黒 色 角 形(正4面 艦)ノ 酸 化 「ヘ モ グ ロ ビ ン」結 晶

出 現 ス。2乃 至3日 テ過 グ レバ 殆 ドZF等 二褐 色

ノ色 調 テ呈 シ來 リ、 酸 化 「ヘ モ グ ロ ビ ン」結 晶 ハ

次 第 二其 大 イサ ト敷 トテ増 シ、 大 小 不 同多 敷 黙

在 スル ニ至 ル。

3日 以 上二至 レバー 般 二稽 支液 状 ラ呈 シ來 リ、

著 シク透 明 度 ラ加 へ 、 酸 化 「ヘ モ グ ロ ビ ン」結 晶

ハ更 二其大 イサ ラ増 ス。 而 シテ此 状 態 ハ血 液 培

地攣 化 階梯 ノ最 後 ニ シテ、 術 培 養 日撒 ヲ重 ヌ ル

トモ之 レ以 上攣 化 スル コ トナ シ。

以 上 ガ全 血液 ラ以 テ結 核 菌培 養 テ行 ヘ ルSlide

cellcultureノ 肉 眼 的所 見 ナ リ。 然 レ共 是 ヲ以

テ結 核 菌 ノ檜 殖 セ ル ヤ否 ヤ テ識 別 ス ル コ ト能 ハ

ズ。 之 レテ爲 サ ン トスル ニハ 必 ズ染 色 標 本 二依

ル顯 微 鏡 的検 査 テ行 フ ノ要 ア リ。

b)顯 微鏡 的所 見

染 色標 本 テ検 鏡 ス ル ニ、 結 核 菌 ノ駿 育 檜 殖 ハ血

液 培 地 ノ周 縁 部 即 チ酸 化 「ヘ モ グ ロ ビ ン」結 晶 テ

生 ズ ル部 分 一 帯 二於 テ最 モ旺 盛 ニ シテ、 中 心 部

二至 ル ニ從 ヒ次 第 二増 殖程 度 低 下 ス ル傾 向 ラ有

ス。 是 レ結 核 菌 ハ好氣 性菌 ナル 故 二、 酸 素 トノ

接鯛 大 ナ ル周 縁部 二於 テ獲 育 二封 ス ル好 條 件 テ

賦 與 セ ラル ・タ メ ナル ベ シ。 然 レ共 若 シ周 縁 テ

封 鎖 セ ル 「パ ラ フ ィ ン」ノー 部 二 室 隙存 ス ル 時

ハ、 之 レニ接 スル培 地 ノ部 分 ハ乾 燥 ス ル ガ故

二、 例 令周 縁 部 ナ リ トモ登 育 甚 グ不 良 ナ リ。 故

二既述 セル ガ如 ク、 「パ ラ フ ィ ン」ノ封鎖 ハ 糸田心
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ノ注 意 テ彿 ヒテ完 全 二行 フベ キ ナ リ.

個 々 ノ菌 聚 落 二就 テハ、 全 ク壇 殖 セ ザ ル モ ノハ

1個 孤 立 シ、 檜 殖微 弱 ナ ル モ ノハ2個 或 ハ撒 個

聚 リテ、或 ハ樹 枝 状 テ呈 シ、或 ハ 松葉 状 ラ呈 シ、

或 ハ束 状 テ呈 ス。檜 殖 旺 盛 ナル モ ハ多1畝相 聚 リ

テ樹 根状 或 ハ不 規 則 類 圓 形 ナ ル特 有 ノ菌 聚 落 ヲ

形 成 ス。 菌 盟 各 個 ノ形 態 ハ概 シテ比較 的織 細 ニ

シテ、 時 二連 黒胡犬二見 ユ ル モ ノ アル モ、 陳 蔭培

養 等 二於 テ見 ル ガ如 キ黒占月犬、 空 胞 状 等 ノモ ノテ

登 見 ス ル コ ト無 シ。

第三章 肺結核喀疾混和血液呂船ケル結核菌培養試験

前記 ノ培養方法帥チ健常海瞑血液0.45ccm肺

結核患者喀疾拉 二結核菌俘游液各0.45ccmノ

混和液テ以テ培養試験 ラ行 ヒ、肺結核喀疾 ノ結

核菌登育壇殖二封 スル影響 ラ検セリ。此際封照

トシテ喀疾 ノ代 リニ生理的食盤水 ノ同量ラ用 ヒ

シモ ノト、同時二叉参考 トシテ結核海狸血液テ

培地 トシテ用 ヒタルモノトニ於 テ同様培養試験

ヲ行ヘ リ。其成績 欠ノ如 シ。

第十二表(實 験1)肺 結核喀疾 ヲ混 ジタJ1/

海猿血液 二於 ケノレ結核菌培養試験

(實験1-V)

タ リキ。 此 場 合前 實 験 ト同一 ナ ル結 核 海 猿 ラ用

ヒタ ル ニ、 菌 壇 殖 度 遙 ヵ二低 下 セ リ。 帥 チ前 實

験 二於 テ72%テ 呈 シタル モ ノガ本 實験 二於 テ

ノ・49%テ 示 スニ過 ギ ズ。前 者 ・・注 射 後2週 日 テ

経 過 セ ル結 核 海狸 ニ シテ、 後 者 ハ3週 日テ経過

セル同 一一海 狸 ナ リ。 傍 テ菌 注 射 後 時 日テ経 過 ス

ル ニ從 ヒ、 或 程 度 迄 血液 ノ菌 檜 殖 阻 止 作 用 次 第

二参曾弓墨ス ル テ知 ルベ シ。

第十三 表(實 験 皿)

菌培殖程度

試験材料

一 十 什 冊 菌総
倣

菌壇殖
度

幅 田喀疲(肺 結核) 31 37 13 19

===レ

981162%

管結 核 海 狸 28 30 19 23 11∂3・72%!

射照 生理的食盤水 12 31 19 38 1592瓶00%
1

*結核海瞑ノ、結核菌1.Omg腹 腔内注射後

十四 日ヲ経 過セル 召ナ リ

實 験1(第 十 二 表)

生 理 的 食盤 水0.05ccmテ 血 液 培 地 二加 ヘ タル

封 照 試 瞼 二於 ケル結 核 菌 増 殖 度 ラ前 章 記 載 ノ方

法 二依 リ100%テ 以 テ表 セ バ、 肺結 核 患者 幅 田

Pgft/0.05ccmヲ 血 液 培 地 二混 ジ タル モ ノニ

於 テ ハ結 核 菌檜 殖 度62%ラ 示 シ、 結 核 海猿(結

核 菌1.Omg腹 腔 内注 射後2週 日 テ 経 過 セル モ

ノ)血液 テ培 地 ト セ ル モ ノ ・夫 レハ72%ナ リ

キ。

實瞼 凪 第十三表)

封照培養試験 ノ結核菌増殖度 ラ]00%ト セル

時、肺結核患者石井喀疾0.05ccmラ 混 ジタル

モノニ於 テハ69%結 核海狸(實験1二 用 ヒタル

ト同一海猿 ニシテ、結核菌注射後3週 日ラ経過

セルモノ)血液 二於テノ・49%ノ 菌増殖度 ラ呈 シ

1

菌培殖程度

試験材料

一 十 十十 柵 菌総
数

菌培殖
度

石 井喀疾(肺 結核) 23 42 17 18 1028 69%

契結 核 海 瞑 29 51 10 10 734 49%

封照 生理的食盤水 16 36 16 32 149ろ 100%一

*結 核 海 猿 ノ・實験1ト 同 一 ナ ノレ者 ニ シテ結

核 菌 注 射 後21日 ヲ経 過 セ ノレ者 ナ リ。 爾

之 ・・28日 目 二弊 死 セ リ

第十 四表(實 験V)

菌壇殖程度 菌総
一 十 十十 冊 数

試験材料

菌培
殖度

柳 田 喀 褒(肺 結 核)12421927131779%

瀦 核 海_星 里 里 至 里 璽Ol77%
封照 生理 的食璽 水34016411673100%

*結 核海 狸 ・・結 核 菌1.Omg腹 腔 内注 射 後

14日 目 ノ者 ナ リ、 實 験1ノ ソ レ トノ、異,レ

但 シ注 射 セ ル結 核 菌 ハ等 シク上 池 菌 ナ リ

實験皿(第十四表)

封照試験 ノ菌檜殖度 テ100%ト セル時、肺結核

患者柳田喀疾 ノ夫 レハ79%、 結核海瞑(結核菌

1.3mg腹 腔内注射後2週 日テ経過 セルモ ノ)血

液 ノ夫 レノ・77%テ 呈セリ。

實瞼IV(第 十五表)

封照試験 ノ菌噛殖度 テ100%ト セル時、肺結核
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患 者 加 藤 喀 疾 ノ夫 レ・・63%、 結 核 海狸(結 核 菌

0.5mg腹 腔 内 注 射後4週 日 テ経 過 セ ル モ ノ)血

液 ノ夫 レハ71%テ 呈 セ リ。

第十五 表(實 験IV)
一

菌増殖程度

試験材料

一 十 十十 惜
1菌総

数
菌培
殖度

加藤喀疾(肺結核) 19 34 22 25 1269 63%'

聾結 核 海 狽 23 26 16 35 1443 71%

射照 生理的食盤水口4 15 113 58 2027 10096

*結核海狸 ハ結核 菌0.5mg腹 腔 内注射後

28日 目 ノ者 ナ リ

第十六表(實 験 ザ

癖 漕轡 一+++柵 騰 獲
金 山U客疹ミ(肺結核)45 3020564552夕6

2714247238ク6`瀦核 海 狸57

¥1照 生踊 喰 盟 水 一房1817291215100%

*結核海狸 ・・結核菌1.Omg皮 下注射後

28日 ヲ経過 セァレ者ナ リ

實 験V(第 十 六 表)

封 照試 瞼 ノ菌 増 殖 度 ラ100%ト セル時 、 肺 結核

患 者 金 山喀 疾 ノ夫 レハ52%ニ シ テ、 結 核 海 狽

(結核 菌1.Omg皮 下 注射 後4週lP経 過 セル

モ ノ)血液 ノ夫 レハ38%テ 呈 セ リ。

以 上r)例 ノ實 験 ノ結 果 、 健 常 海瞑 ノ血 液 二少 許

ノ肺 結 核 患者 喀 疾 ヲ混 和 セ ルモ ノニ於 テ へ 同

量 ノ生 理 的 食盤 水 テ加 ヘ タル モ ノニ比 シ、 何 レ

ノ場 合 二於 テ モ結 核 菌 ノ増 殖程 度 低 シ。 即 チ健

常 海 猴血 液 内 ノ 結 核 菌 檜 殖 度 テ100%ト ス レ

バ 、 健 常 海 狸 血 液0.45ccm二 肺 結 核 喀疾0.05

テ混 ジタル モ ノニ於 テハ52乃 至79%、 不均65

%ノ 値 テ示 スニ過 ギ ズ。

此結 果 ヨ リ シテ、 肺 結 核 患 者 喀 疾 中 ニ ハ結 核 菌

二封 シ増 殖 阻 止 作 用(或 ハ抑 制 作 用)テ 呈 スル1

種 ノ物 質 存 在 ス ル テ知 ル。 而 シテ這 ハ恐 ラ ク免

疫 物 質 ノー種 ナ ラ ン。

又 同 時 二試 験 セ ル結 核 海 猴 血液 内 二於 テ モ同様

ノ物 質 存 在 ス ル テ詮 明 セ リ。 是 レ佐藤 氏 ノ實 験

成績 テ立 読 ス ル モ ノナ リ。但 シ佐 藤 氏 ・・1.Occm

以 上 ノ菌 量 ヲ注射 ス ル時 ハ、注 射 後10日 ニ シ

テ既 二結 核 菌 ノ壇 殖 作 用 殆 ド完 全 二阻 止 セ ラル

ル テ見 タ リ ト唱 ヘ タ リ シガ、 余 ノ實験 二於 テ ハ

第 ・卜二 表及 ビ第 十 四表 二於 ケ ル1.Omg腹 腔 内

注 射 後2週 日ラ経 過 セ ル モ ノ、 第 十 三表 二於 ケ

ル 同一 量 腹 腔 内注射 後3週 日 ラ経 過 セ ル モ ノ、

第 十 六 表 ノ1.Omg皮 下 注 射 後4週 日ラ経 過 セ

ル モ ノ等4例 二於 テ、 何 レニ於 テモ菌」曾殖 作 用

或 程 度 迄 阻 止 セ ラ レタル モ、 未 グ完 全 二阻 止 セ

ラ レタ ル場 合 テ認 メザ リキ。

斯 カル成 績 ノ差 異 ハ用 フ ル菌 株 ノ如 何 二因 リテ

モ 生 ズベ ク、 又 本 試 験 法 ハ極 メ テ織 細 ナ ル手 巧

テ要 スル モ ノナ レバ、 必 ズ シモー 定 ノ成 績 ヲ得

ル コ ト困 難 ナ ル ベ シ ト錐 モ、 一 定 度 ノ発疫 テ得

タ ル結 核 濁 冥 ノ血 液 ガ、 結 核 菌 ノ嚢 育 増 殖 テ完

全 二阻ILス ル コ トア リ トノ佐 藤 氏 ノ論 ニハ遽 カ

ニ賛 成 シ難 シ。

爾余 ノ實験 乃`法二於 テ・・、 血 液0・45ccm二 喀

疾0.05ccmラ 加 ヘ シモ ノa培 地 トシタル モ ノ

ナ レバ、 喀 疾 ハ可 成 稀 澤 セ ラ レ タル歌態 二於 テ

培 地 内 二存 ス。 故 二肺 結核 喀 淡原 液 ノ有 ス ル結

核 菌 曾 殖 阻 止作 用 ハ、 實 験 成 績 ノ示 ス所 ヨ リ更

二大 ナ ルベ キ ナ リ.

第四章 非結核患者喀叛酋二結核類似菌タルニ三

抗酸性菌呂於ケル實験

第 一節 非結 核 患者 喀疾 二

於 ケノレ實 験

肺結核患者喀淡中二謹明セル、結核菌 ノ叢育　曾

殖阻止作用 テ呈スルー種 ノ物質ハ、肺結核喀疾

二特異 ノモノナリヤ否ヤラ検 セント欲 シ、非結

核患者喀疲 テ用 ヒテ結核菌 ノ培養試瞼 テ行へ

リ。試験方法及 ピ材料二供スル喀疾探取方法ハ

前章二於ケル ト同様ナリ。爾實験 二用 ヒタル喀

疾ハ撒同 ノ検査二於テ毎常結核菌テ謹明セズ、

臨躰的拉二「レントゲ ン」検査等二於テ肺結核 ノ

存在 ラ探知 シ得ザリシ非結核性呼吸器疾患 ノ喀
ロ 　

淡 ナ リ。
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第十七表 非結核患者喀褒ヲ混ジタル健常

海狽血液二於ケル結核菌培養試験

菌増殖程度

試験材料

一 十 什 柵
菌総
数

菌増殖
度

氣管枝加答見喀疾 37 21118 24 1130191%

加 答見 性 肺 炎",, 35
!

23[20 22 111088%
旨

肺 壌 疽"" 34 2219
聖

25 11971g3%
[

照

45 30i18
ミ

7 65053%

劃
肺結核喀疾

生理的食盤水 36 18117 29 、25、}100%

實験 ノ結果ハ第十七表 ノ如 ク、氣管枝加答見、加

答見性肺炎、肺壌疽 ノ3種 ノ喀疾 二就 テ試験 セ

ルニ、3者 何 レモ多少結核菌 ノ駿育増殖テ阻止

スル傾向アルモ、肺結核喀疾 ノ夫 レニ比スレバ

極 メテ僅少ナリキ。即チ封照生理的食盤水二於

ケル菌増殖度 ラ100%ト セル時、是等喀疾 テ混

和 セル健常海猴血液 二於 テハ各々91%、88%、

93%テ 示 シ、肺結核喀疾 ノ5396ナ ルニ比 シテ

大差アリ。

上記 ノ如 ク肺結核以外 ノ喀疾二於テモ僅少乍ラ

結核菌 ノ増殖作用 テ阻止ス1ル傾向 テ示スハ、血

液 二少許 ノ喀疾 テ混ズルコトガ血液 ノ培地 トシ

テノ性歌二悪影響 テ及ボスタメナランカ、將叉

第1編 二於 テ論ケルガ如ク、結核 二封 シ絶封健

康者ナルモノ少 キ事實 ヨリ潜在性結核 ノ存在 ラ

以テ設明 シ得 ラルベキカ。何 レニセヨ結核、非

結核 ノ喀疾雨者間二於ケル菌噛殖作用 ノ差大ナ

ル鮎 ヨリシテ、斯 カル結核菌増殖阻止作用ハ肺

結核喀疾二特異ナルモノナリト認 ムルモ過誤無

カ ル ベ ●シ。

第二節 結 核類 似菌 タルニ三抗

酸 性菌 二於 ケノレ實験

余ハ尚結核菌二類似菌 タル3種 ノ抗酸性菌(喰

菌現象試験二用 ヒタル ト同一 ノ菌ナ リ)二就テ、

健常海狸血液内二於 ケル是等3菌 ノ」曾殖 二封 ス

ル肺結核喀疾 ノ影響 ラ試験 セリ。封照 トシテノ・

喀疾 ノ代 リニ之 レ ト同量 ノ生理的食盤水ヲ用

フ.而 シテ3菌 共二結核菌二比 シ登育檜殖極 メ

テ良好ナル菌故、培養48時 間ニシテ其成績テ

検 セリ。

第十入表 抗酸性結核類似菌二於ケル培養試験
『

菌 種 類 試 験 材 料
培養第
三日菌
増殖度

抗酸性菌C
肺 結 核 喀 疾 柵

π

射照生理的食亜水 柵

抗酸性菌59
肺 結 核 喀 疾 冊

封照生理的食藍水 柵

抗酸性菌85
肺 結 核 喀 疾 1冊

i封照生理 的食盤水1冊

備考;冊 ・・菌 増殖 旺盛、從 テ菌聚落過大 ニ

シテ菌数 計算不 可能 ナル程 度ナル ヲ示ス

結 果 ハ第 十 八表 ノ如 ク、 是 等 ノ菌 二於 テ・・肺 結

核 喀 疾 ラ混 和 セ ルモ ノ ト難 モ、 封 照食 堅 水 ノ夫

レ ト同 ジ ク登 育檜 殖 旺 盛 ニ シテ、 個 々 ノ菌 聚 落

過 大 トナ リ、菌 敷 ノ計 算 不 可能 ニ シテ、 雨 者 ノ

菌増 殖 度 二差 異 ヲ認 メザ リ キ。 即 チ肺 結 核 喀疾

ハ是等3菌 ノ登 育 増 殖 ラ阻 止 セザル ガ如 シ。 故

二肺結 核 喀疾 ノ菌 檜 殖 阻 止作 用 ハ結 核 菌 二封 シ

菌種 特 異 性 ラ有 ス ル モ ノト思 惟 ス。

第五章 小

以上 ノ實験成績 ヨリシテ、肺結核患者喀疾中ニ

ハ結核菌 ノ登育増殖 テ阻止スル1種 ノ物質存在

スルラ知ル。而 シテ該物質ハ肺結核喀疾 二特異

ニシテ、他 ノ非結核性呼吸器疾患喀疾中ニノ・存

括

在 セ ザ ル モ ノ ・如 ク、 且 ツ菌 種 特 異 性 ヲ有 シ結

核 菌 以外 ノ抗 酸 性 結 核 類 似 菌 ニ ハ作 用 セ ザ ル モ

ノ ・如 シ。 該 物 質 モ亦 恐 ラ ク免 疫 物 質 ノー種 ナ

ラ ン ト思 考 ス。

第三編 肺結核患者喀疫中呂存スル結核菌呂劃スル凝集素呂就テ

肺 結 核 患者 喀 疾 中 二結 核 菌 二封 スル凝 集 素 ノ存

在 スル コ トニ關 シテハ、 嚢i二Biernacki之 テ

唱 へ、次 イ デKarwacki之 ラ實験 読 明 セ リ。・

氏 ハ23例 ノ患 者 喀 疾 二就 テ實 験 シ、 毎 常 凝 集

素 ノ存 在 ス ル コ トヲ謹 明 セ リ。

余 ハKarwackiノ 實 験 テ追試 シ、 略 氏 卜同様 ナ
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ル成 績 ヲ得 タ ル テ以 テ之 テ報 告 スベ シ。

第一章 實験材料及ビ實験方法

1.實 験 材料

a)肺 結 核 患 者 喀 疫

Karwacki・ ・患 者 喀疾 ラ囁 氏50乃 至60度 二24

時 間放 置 シ,生 ジタ ル所 ノ上層 液 状 部 分 テ探 取

シテ實 瞼 材料 トセ シ ガ、 余 ノ使 用 セ ル喀疾 材 料

ハ、 第 一編 二於 テ喰 菌 現 象 試 験 二使 用 セ ル モ ノ

ト同様 ナル操 作 二依 リテ探 取 セ ル モ ノニ シテ、

澄 明無 菌 ノ喀 疾 液 ナ リ。

b)結 核 菌 俘 游 液

結 核 菌 殊 ハ傳 研 ノ上池 菌 ラ使 用 セ リ。 菌 液 テ製

スル ニ ハ、 該 菌 ノ「グ リセ リ ンブ イ ヨ ン」3週 間

培 養 テ搬 氏80度 二於 テ1時 間加 熱 殺 菌 シ、 「ピ

ペ ッ ト」テ以 テ肉 汁 ラ去 リ、生 理 的 食 盤 水 テ以 テ

3同 洗}條シ、 食盤 水 テ去 リ、 焉 瑞 乳 鉢 中 ニ テ良

ク研 磨 シ、 次 イ デ尚 研 磨 シ ツ ・食 盤 水 テ徐 々 二

加 へ、 一 程 度 二至 リテ沈 澱 管 二移 シ、1分 間約

2000廻 轄 ノ遠 心 器 ニ テ5分 間 塵 置 シ、 其 上層 液

テ探 取 シテー 定 濃 度 トナ ス。其 濃度 ハ 白色 葡 萄

状 球 菌 ノ18時 間培 養 テ生 理 的 食 盤 水 二1ccm

中3mgノ 割 合 二 俘 游 セ シメ タル モ ノ ・酒 濁

濃 度 ラ標 準 トナ ス。 之 レニ0.5%ノ 割 合 二石炭

酸 テ加 ヘ タ ル モ ノガ所 要 ノ菌 液 ナ リ。

結 核 菌 ノ凝 集 反慮 二於 テ ハ 「ホ モ ゲー ン」ノ結 核

菌 浮 游 液 テ作 ル コ ト困難 ニ シテ、 近 來 液 膣 培 養

二依 ル 「ホ モ ゲー 子 クル ツー ル」ラ菌 液 ト シテ使

用 ス ル コ ト多 キモ、 余 ノ製 法 二 依 ル菌 液 モ 「ホ

モ ゲー ン」ノモ ノガ得 ラ レ使 用 二堪 エ タ リ。但 シ

調 製後 時 日 ラ経 過 スル時 ハ菌 ノー 部 沈 澱 シテ凝

塊 ラ作 リ、 之 ラ振 盈 スル モ全 ク元 ノZF等 液 二還

ラザ ル コ トアル故 、 實 験 二際 シテ ハ毎 常 調 製後

直 チ ニ之 テ使 用 セ リ。

2.實 験 方 法

肺 結 核 喀 疾 ノ原 液1ccm及 ビ2.5倍 稀 繹 液1

ccmテ 入 レタル2本 ノ試 験 管 ト、生理 的 食 盤 水

1ccm宛 テ入 レタ ル1列 ノ試 験 管 トテ 備 へ

生 理 的 食 藍 水 テ入 レタル第1ノ 試 瞼 管 ニハ喀 疾

ノ2.5倍 稀 繹 液1ccmテ 入 レテ順=次倍 撒 稀 稗 法

ラ行 ヒ、 此 各 々 二結 核 菌液2滴 宛 ラ加 へ 良 ク

振 盈 シテ24時 間艀 卵 器 二牧 メ タ ル後 、 之 テ取

出 シテ結=果 テ検 ス。

第二章 肺結核患者蔽 ワ結核菌二劃スル凝集反雁試験

前 記 實 瞼 方 法 ラ用 ヒテ、 臨躰 所 見拉 二喀疾 中 ノ

結 核 菌 謹 明 ニ ヨ リ診 断 ラ確 定 セル肺 結 核 患 者 ノ

喀疾20例 二就 テ凝 集 反 慮 試 瞼 テ行 ヒタ ル ニ、其

成績 第 十 九 表 ノ如 ク、 喀 疾20例 中15例 ハ凝 集

反 慮 陽 性 、5例 ハ陰 性 ニ シテ75%ノ 陽 性 卒 テ

得 タ リ。

帥 チ肺 結 核 患者 喀 庚 中 ニハ結 核 菌 二封 ス ル凝 集

素 存 在 スル テ知 ル。 而 シ テ陽 性 成 績 テ得 タ ル喀

疾 ノ凝 集 償 二就 テ観 察 スル ニ、最 低2・5倍 、 最

高320倍 ニ シテ、 之 テ細 別 ス レバ320倍 陽 性 ナ

ル モ ノ1例 、80倍1例 、40倍3例 、20倍2例 、

10倍2例 、5倍3例 、2.5倍3例 ニ シテ、 其 李

均 値 ハ約40倍 ナ リ。

Karwackiノ 實 験 成 績 ハ23例 二於 テ凝 集 反 慮

総 テ陽 性 ノ結 果 ラ得 、 其 凝 集 慣 ハ最 低5倍 、 最

高250倍 ナ リ。 之 テ余 ノ成 績 ト比 較 スル ニ、 凝

集 償 二於 テハ 彼 ノ5乃 至250倍 二封 シ、 余 ノ夫

レノ・2.5乃 至320倍 ニ シテ大 ナ ル差 異 テ認 メ

ズ。 此 小差 ハ用 ヒタル菌 株 拉 二喀 疾 材 料 ノ相 違

ニ ヨ リテ生 ジ タル所 ナ ル ベ シ。

又 凝 集反 磨 陽 性 率 二於 テハ、 氏 ガ23例 二於 テ

100%ノ 成 績 ラ得 タル ニ封 シ、余 ハ20例 二於 テ

75%ノ 陽性 率 ヲ得 、雨者 ノ間 二相 當 ノ懸 隔 ア リ。

然 レ共 斯 カル差 異 モ亦 用 ヒ タル菌 株 拉 二喀 疾 材

料 ノ相 違 ニ ヨ リテ起 リ得 ル所 ナ ル ベ シ。 帥 チ被

凝 集 性 高 キ菌 株 テ用 ヒ、 喀 疾 材 料 モ陽 性 ナ ル モ

ノ ・ ミテ用 ヒタ リ トセ バ100%ノ 陽 性 率 ラ得 ル

コ トモ ア ルベ キ道 理 ナ リ。 故 二余 ハKarwacki



第 ユ號】 阪本=肺 結核患二者喀疾 中二存 ス1レ舜疫盟 二關スw研 究 25

ノ成績 ヲ否定セザル ト同時二余 ノ成績モ亦過誤 無 シト信 ズルモ ノナ リ。

第十九表 肺結核患者喀疾ノ結核菌二封スル凝集反慮試験

＼ 喀疾稀＼
、 繹倍数

肺結慧
者曝 くく

原

液
2.5倍 5 10 20 40 80 ユ60 320 640

1一 喀疾 帯 柵 柵 柵 帯 冊 骨 卦 十
「 一

2一" 柵 柵 柵 柵 柵 什 十 一 一 一

3一" 柵 惜 柵 柵 珊 什 一 一 一 一

4一" 柵 粁 什 十 十 十 一 一 一 ■一

5一" 柵 什 十 十 十 十 一 一 一 一

6一,, 柵 朴 十 十 十 一 一 一 一 一

7一" 什 十 十 十 十 一 一 一 一 一

8一" 帯 鼎 什 十 一 一 一 一 剛 一

9一" 冊 什 什 十 一 一 一 一 一 一

10一 一 柵 十十 十 一 一 一 一 一 一 一

11一" 什 十 十 一 一 一 一 一 一 一

12一" 什 十 十 一 一 一 一 一 一 一

13一" 什 十 一 一 一 一 一 一 一 一

14一 ・・ 柵
一

十 聞 一 一 一 一 一 一 一

15一" 什 十 一 一 一 一 一 一 一 轍

16一" 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

17一" 一 一 一 一 一 一 一 一 _1_
}

18一" 一 一 一 一 一 一 一 一 _1_t

}一19一" 一 一 一 一 一 一 一 一 一

20一" 一 一 一 一 一 一 一 一 _1_

対照 生理的食盛水 一 一 一 一 一 一 一 一 _}_

一{1凝饗 劃

策三章 非結核患者喀疫二於ケル實験:
　

第二+表 非結核患者喀疾ノ結核菌二野スル凝集反応試験 前章記載 セル所 ノ肺結核患者喀疾中

堕麟 喀疾稀購1原 液國51・ ・12・圓8・
1.加 答 児 性 肺 炎 二

帯
=
一
帯
=
幽=

=
一
十十

二 二
冊一=

一
什
=
=
=

二 二
一
二 一

2.加 答 児 性 肺 炎 冊 十 一 二
二3.「 クル ップ」性 肺 炎 =一 二 二

十
=
=
=

一二
4.加 答 児 性 肺 炎

一
帯 什

=
=

一二
一

5.気 管 枝 カロ:答 見

一=

=
二 一

6。流 感 性 肺 炎 二 一

7.気 管 枝 喘 息 二
一
什

= 一 一

8.気 管 枝 加 答 児 十一

二
二
一

十
二

二
一

二

≡

こ 二
9・流 感 性 肺 炎 一 一

二
二 一

10.気 管 枝 加 答 児 二
一

一 一

封照 生理的食盟水 一 一 一 一

二存スル結核菌二封 スル凝集素 ハ、

肺結核喀疾 二特異 ノモ ノナ リや否

や。余ハ他 ノ呼吸器疾患喀疾10例 二

就 テ此貼 テ検索 セリ。

實験:ノ結果八節二十表 ノ如 久10例

中7例 ハ陰性ナルモ、3例 二於テ10

乃至20倍 迄凝集反磨陽性テ呈 シタ

リ。陽性例 中第4例 ノ加答児性肺炎

ノ・、喀疾中結核菌テ説明セザ リシカ

ドモi既 往症 二於 テ肺尖加答児 テ経

過セルモノナ レバ、潜在性結核 ノ存



26 阪本=肺 結核患者喀疾中 二存 ス ♪レ免疫膣 二關ス ル研究 【:第11巻

在 セ ル が 故 二陽 性 成績 テ呈 シ タル モ ノナル ベ

シC他 ノ陽 性例 ナ ル第2例 ノ加 答 児 性 肺 炎 及 ビ

第8例 ノ気 管 枝 加答 見 ハ、 喀 疾 中結 核 菌 テ認 メ

ズ、 且 ツ 「レ ン トゲ ン」検 査 其 他 二依 リ結 核 病 竈

ノ存 在 ラ探 知 シ得 ラ レザ リ シ症 例 ニ シテ、 其 呈

セル所 ノ凝 集 反 癒 ハ恐 ラ ク非特 異 性 反慮 テ以 テ

説 明 スベ キ モ ノナ ル ベ シ。

Karwackiノ 實験 二於 テ ・・、10例 ノ非 結 核 性 呼

吸 器 疾 患 喀 疾 二於 テ、4例 ガ5乃 至1(1倍 ノ稀

繹液迄凝集反磨陽性 テ呈 シタリト。此成績ハ大

農余 ノ成績 ト大差 ナク、両者 ノ成績 ヨリ推測 ス

レバ、非結核性呼吸器疾患喀疾二於 テモ結核菌

二封 シテ時二非特異性凝集反慮 テ呈 スルコ トア

ルモ ノ・如 シ。從 テ肺結核喀疾中二存 スル結核

菌二野スル凝集素ハ大豊二於 テ之 レニ特異ナル

モ、時二非結核性呼吸器疾患喀疾中二於テモ説

明 セラル ・コ トアリト謂 フベ シ。

第四章 肺結核喀疾中二存 スル凝集が結核菌⇒酎シ菌種

特異性 ヲ有スルや否やニ關スル實験

肺 結 核 喀 疾 中 二存 スル凝 集 素 ハ結 核 菌 二野 シ菌

種特 異 性 テ有 スル や否 や。 余 ハ此 貼 テ検 索 セ ン

ガ タメ、 三 種 ノ抗 酸 性 菌 及 ピ「チ フ ス」菌 テ用 ヒ

テ凝 集 反 慮 テ試 験 セ リ。

質 駒 二供 セ ル三 種 ノ抗 酸 性菌 ハ第 一 編 血 漿喰 菌

現 象 試験 二於 テ用 ヒタ ル ト同 一菌 種 ニ シテ、 生

理 的 食 臨 水 一 テ 「ホ モ グ ー・ン」ノ菌 液 ラ作 り得 ラ

ル ・菌 ナ リ。 而 シテ菌液 ノ調 製 ハ是等 ノ菌 塊 テ

ヨ馬璃 乳 鉢 中 ニ テ良 ク研 磨 シ、徐 々 二生 理 的 登 臨

水 テ注 加 シテ製 ス。 然 レ共 是等 三 菌 ノ・之 テ永 ク

第二十一 表

放置スル時ハ、食盛水中一テ次第二微細ナル菌

塊二凝集スル傾向 アル故、菌液 ノ調製後置チニ

之テ使用セリ。

實瞼成績ハ第二十一表 ノ如 クt結 核菌液 ヲ用 ヒ

テ凝集反磨陽性ヲ'呈シタル肺結核喀疾 ト、是等

四種 ノ菌液 トテ以テ凝集反応試験 テ行 ヒタル

ニ、5例 二於 テ総 テ凝集反慮陰性 テ呈 シタリ。

即チ肺結核喀疾・・是等 ノ菌 テ凝集 セズ。從 テ肺

結核喀庚申 ノ凝集素 ハ結核菌 二封 シ菌種特異性

テ有 スルモ ノ・如 シ。

結核菌以外 ノ菌 ノ肺結核喀疲 二i封スル凝集 反鷹試験

菌 種 剰 抗磁 菌c陣 難解
`
＼_喀 疾稀繹倍数

肺結 ＼
核 患者喀瘍 一

1.一 喀疲

原液

2.一""一

3.一",,

4.一,,,,一

5.一,,,,一

　

2.5倍1原 液 n .5

撒 臨851rチ フス・劇 封照徹 菌

原液 2.5 原液 2.5 原液

一 ・H十

三 柵
一 帯

一 十十

一 十十

2.5

帯

柵

十十

十

十

第五章 小

余 ハ肺 結 核 喀 疾2り 例 二就 キ結 核 菌液 ヲ用 ヒテ

凝 集 反 慮 テ試 験 セル ー、15例 二 於 テ該 反 慮 陽

性 、 即 チ75%ノ 陽 性 率 テ得 タ リ。其 凝集 償 ハ最

低2.5倍 、 最 高320倍 ニ シテ、 之 レがZF均 値 ・・

40イ吝ナ リ キ。

以 上 ノ結 果 ヨ リ肺結 核 喀:疾巾 二 ・・Karwackiノ

括

唱ヘシ如 ク、結核菌二封 スル凝集素存在 スルテ

知ル。該凝集素ハ大磯 二於 テ肺結核喀疾 二特異

ナルモノ・如 ク、他 ノ呼吸器疾患喀疾 中二存在

スルコト砂 シ。余ハ1り 例 ノ非結核性呼吸器疾

患喀疾二於 テ・3例 之 レが陽性ナル場合 テ認 メ

タリ。其巾1例 ハ潜在性結核 ノ存在テ疑ハシム
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ル モ ノ`シ テ、他 ノ2例 ハ非特 異 性 反 慮 テ呈 シ

タル モ ノ ト見 倣 サル ベ キ症 例 ナ リキ。

該 凝 集 素 ハ又菌 種 特 異 性 テ有 スル モ ノ ・如 ク.

余 ノ使 用 セル 三種 ノ抗 酸 性 菌 及 ビ「チ フ ス」菌 二

作 用 セザ リキ。

Karwackiノ ・肺 結 核 喀 疾23例 二就 テ實 験 シ、

全例 二於 テ凝 集 素 ノ存 在 テ謹 明 セ リ ト言 フモ.

余 ノ實 験 成 績 ハ上 記 ノ如 ク20例 中 之 レガ存 在

ラ読 明 セル モ ノ15例 ナ リキ。 斯 カ ル成 績 ノ差

異 ハ恐 ラ ク用 ヒタル菌 種 及 ピ喀 疾 材料 ノ相 違 二

依 リテ生 ジタル所 ナ ルベ シ。然 レ共 彼 ノ腸 「チ フ

ス」拉 二 「パ ラチ フス」患 者 二 於 テ全 経 過 中、 特

二恢 復期 二於 テ血 清 ノウ ィダ ル氏 凝 集 反 鷹 全 ク

陰 性(negativeSpst-Widal)ナ ル場 合 アル ハ往

々 ニ シテ経 験 セ ラル ・所 ナ リ。 腸 「チ フス」拉 二

「パ ラ チ フス」患 者 血 清 ノ如 ク凝 集 反慮 著 明 ナル

モ ノニ於 テ モ省 且 然 リ トセ バ、 肺 結 核喀 疾 二於

テ凝 集 反 磨 陰 性 ナ ル場 合 ア リ トモ夫 ハ想 像 ス ル

ニ難 カ ラザ ル所 ニ シテ、余 ハ敢 テKarwackiノ

成 績 ヲ云 々 セ ズ ト難 、 余 ノ成績 二過誤 無 カル 〈ご

シ ト信 ズ ル モ ノナ リ。

第四編 肺結核患者喀疾中呂存スル補膿結合性冤疫抗膿二就テ

第一章 緒

軌 近結 核 ノ補 禮 結 合 反 磨 二關 シテハ 内外 多数 ノ

學 者 二依 リテ研 究 セ ラ レ、 肺 結 核 患者 血 清 中 一

ノ・補禮 結 合 性免 疫 抗 罷iノ存 在 ス ル コ ト明 カ ニ セ

ラ レタ リ。 從 テ患 者 血 清 ノ補 盟結 合反 慮 ・・結 核

ノ診 断 及 ビ豫 後 判 定 二慮 用 セ ラル ト唱 ヘ ラル。

然 レ共 肺 結 核 患 者 喀疾 中 二斯 カル冤 疫 物 質 ノ存

在 ス ル コ トニ關 ス ル研究 ハ、 余 寡 聞 ニ シテ多 ク

テ聞 カズ、 唯 僅 カーKarwackiノ 研 究 ア ル テ

知 ル ノ ミ。 氏 ハ 「ア ン チゲ ン」ト シテ核 核 菌 ノ生

理 的 食盤 水 浮 游 液 ヲ用 ヒ、 喀 疾 材料 ノ・肺結 核 患

者 喀疾 テ囁 氏50乃 至60度 二24時 間 放 置 シテ

生 ズル 上 層液 状 部 分 テ探 取 シテ使 用 二供 シ實 験

ラ行 ヘ リ。其 結 果 億 テ ノ例 二於 テ溶 血 防 止作 用

陽 性 ノ成 績 テ得 、 尚 此 際 「チ フ ス」菌 、 「コ レラ」

菌 テ「ア ンチゲ ン」トセ ル封 照試 験 二於 テハ溶 血

防 止作 用 ラ呈 セザ リシ ト。 即 チ肺 結 核 喀疾 中 ニ

ノ、結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」二封 シテ特 異 性 テ有 スル

言

補 盟 結 合 物 質 ノ存 在 ス ル コ ト ガ氏 二 依 リテ 讃 明

潮 ラ レ シナ リ。

凡 ソ結 核 ノ補 罷 結 合 反 慮 二於 テ ノ・、良 好 ナ ル 「ア

ン チ ゲ ン」テ得 ル 「 ト仲 々 二 困 難 ナ ル 問 題 ナ リ。

サ レバ 「ア ン チ ゲ ン」製 法 二 關 シ テ ノ、其 研 究 頗 ル

多 久i現A■ 一一般 二認 メ ラ ル ・モ ノ ハBesredka

氏 「ア ン チ ゲ ン」Eichhornu.Blumenberg氏

「ア ン チ グ ン」、Milleru.Zinser氏 「ア ン チ グ

ン」、Wilson氏 「ア ン チ ゲ ン」、Petroff氏 「ア

ン チ ゲ ン」等 ナ リ。 就 中Besredka氏 「ア ン チ グ

ン」最 モ 聲 名 ア リ。

Karwackiノ 實 験 二 用 ヒ タ ル 「ア ン チ ゲ ン」ハ 製

法 最 モ 簡 輩 ナ レ ドモ 「ア ン チ ゲ ン」ト ジ テ満 足 ス

ベ キ モ!ニ ア ラ ズ 。 余 ハ 肺 結 核 喀 疾 ノ補 罷 結 合

反 癒 テ研 究 ス ル ー 當 リ、 「ア ン チ ゲ ン」ト シ テ

Besredka氏 「ア ン チ ゲ ン」ラ 改 良 セ ル 鴻 上 氏'36♪

「ア ン チ ゲ ン 」テ使 用 セ リ
.

第 二 章

1・ 實験 材料

a)「 ア ンチゲ ン」

鴻 上 氏 「ア ンチゲ ン」ラ用 フ.其 製 法 ノ概 要 次 ノ

如 シ。

先 ヅ結 核 菌 ノ液 膿 培 養 テ行 ハ ンガ タ メ次 ノ特 殊

培 養 基 ヲ製 スル ノ要 ア リ.即 チ新 鮮 ナル鶏 卵 撒

實験材料酋二實験方法

個 テ トリ、 之 テ石鹸 ニ テ清 洗 シ.酒 精 二浸 漬 ス

ル コ ト約10分 間=シ テ酒 精 ヨ リ取 出 シ、 清拭

乾 燥 ノ後 卵 殻 ラ破 リテ卵 黄 テ探 取 シ.滅 菌 セル

容 器 二入 レ、卵 黄 量 ト等 量 ノ鯛 水 テ注加 シテ良

ク撹 拝 シタ ル後 更 二卵 黄 ノ21}倍 量 ノ鯉 水 テ加

フ。 之 一1.O%苛 性 曹 達 水 テ卵 黄 水 ノ澄 明 トナ
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ル マ デ注 加 ス。 卵 黄 水 ノ澄 明度 テ検 査 スル ニハ

「ピペ .ト 」二吸 引 シ テ検 スベ シ。 容 器 内多 量 二

存 ス ル卵 黄 水 ハ、 既 二澄 明 トナ リタル モ ノ ト錐

モ倫 不 澄 明 ナル ガ如 ク見 ユ ル コ トア レバ ナ リ。

卵 黄 水澄 明 トナ リタ ラバ更 二卵 黄 水100ccm二

封 シ0.1ccmノ 割 合 二1.0%苛 性 曹 達 水 テ 加

フ。 是 レ培 養 基 ラ度 々加 熱 セル 揚 合卵 黄 再 ビ凝

固 シ テ 不 澄 明 トナ ル コ トアル テ 防 グ ガ タ メ ナ

リ。

斯 ク シテ得 タ ル帯 黄 澄 明液 テ300ccm入 ノエ ル

レ ンマ イエ ル氏 「コル ベ ン」二100ccm宛 分 注

シ、 綿 栓 テ方包シ、 「ア ウ トク ラー フ」ニ テ110度

20分 間 加 熱 シタ ル モ ノテ、 更 ニ コ ッホ氏 釜 ニ テ

30分 間 二 同 間 欺 滅 菌 ラ施 ス。 斯 ク シテ得 タル モ

ノガ即 チ所 要 ノ培 養 基 ナ リ。

此 培 養 基 テ用 ヒテ結 核 菌 ノ液 禮 培 養 テ行 ヒ、 培

養 日敷28乃 至33日 ニ シ テ之 テ艀 卵器 ヨ リ取 出

シ、 囁i氏100度 ニ テ1時 間 蒸氣 消』毒 テ施 シ、 以

後 二週 間 室 温 二放 置 シ、 此 間更 二三 同揺 氏100

度 ニ テ30分 間 宛 蒸 氣 浦 毒 テ行 フ。然 ル後 濾 紙 テ

以 テ菌農 ノ大 部 分 テ濾 別 シ去 リ、其 濾 過 液 テ「ア

ンチ ゲ ン」ト シテ使 用 ス。 「ア ンチ グ ン」 ノ 使 用

二先 立 チ テ其能 動 力 及 ビ 自家 溶 血 防 止作 用 ノ有

無 テ検 査 シテ、 「ア ンチゲ ン」ノ使 用 量 テ定 ムベ

キハ 勿 論 ニ シテ、 余 ノ鴻 上 氏 法 二依 リテ得 タル

「ア ン チゲ ン」ハ.検 査 ノ結果 自家 溶 血 防 止作 用

殆 ド無 ク、 「ア ンチゲ ン」能 動 力 ハ10倍 稀 繹 液

迄 強 陽 性 テ呈 シ タ リ。{乃 テ實 験 二使 用 ス ル ニ當

リテノ・、 生 理 的 食 盤 水 ラ以 テ4倍 二稀 澤 セル モ

ノラ用 ピタ リ。

b)溶 血 素 血 清

余 ノ使 用 セ ル溶 血 素 血 清 ハ、 家 兎 テ山 羊 血 球 二

テ免 疫 シテ得 タ ルモ ノー シテ、3000倍 ノ溶 血

償 テ有 ス。 而 シテ實 験 ニ ハ溶 血 贋 ノ約4倍 量 、

即 チ800倍 二稀 繹 セ ル モ ノテ用 ピタ リ。

c)補 膿

数 頭 ノ健 常 海狽 ヨ リ心臓 穿 刺 ニ ヨ リテ得 タル新

鮮 血液 ヨ リ血 清 テ分 離 シ、 之 テ混 和 シ、 生 理 的

食 盤 水 テ以 テ10倍 二稀 繹 セル モ ノテ用 フ.斯

カ ル モ ノニ於 テ ノ、其 補 盟 量毎 常 殆 ドー 定 セ リ。

d)血 球 浮游 液

山 羊 赤 血球 テ生 理 的 食 盤 水 ニ テ充 分 洗1條 シ、 之

テ5%ノ 割 合=生 理 的 食盤 水 二俘 游 セ シメ タル

モ ノナ リ。

e)肺 結 核 喀 疾

第 一 編 血 漿 喰 菌 現 象 試 験 二用 ヒタ ル モ ノ ト同様

操 作 ニ ヨ リ テ探 取 セ ル モ ノナ リ。

2.實 験 方 法

肺 結 核 喀 庚 テ生 理 的 食 盤 水 テ以 テ2・5倍 二稀澤

シ、 更 二之 テ順 次 倍 撒 稀 程 ラ 行 ヒ タ ル モ ノ ・

0.5ccm宛 ヲ容 レタル試 験 管 ノー 例 テ作 リ、 此

各 々 二 「ア ンチ ゲ ン」及 ピ補 膣 テ各0.5ccm宛 加

ヘ シモ ノテ1時 間卿 卵 器 二牧 メ、 次 二感 作 血 球

俘游 液1.Occm宛 テ加 ヘ テ更 一1時 間 解 卵 器 二

牧 メ タ ル後 取 出 シ、 一 夜 氷 室 中 二置 キ テ其 結 果

ラ検 ス。

封 照 トシテ ハ喀 疾 ノ代 リニ同量 ノ生理 的 食 盤 水

テ用 ヒタ ル モ ノ ト、 結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」ノ代 リ

ニ 「チ フ ス」菌 「ア ン チゲ ンJテ 用 ヒ タル モ ノ トテ

比 較 試験 セ リ。 「チ フス」菌 「ア ンチゲ ン」ハ高 田

氏(3ηノ製 法 二基 キ、 斜 面 寒 天培 養 菌1mgテ1

ccm生 理 的 食 盤 水 二俘 游 セ シメ、20分 間 煮 沸 セ

ル モ ノナ リ.術 此 際 同 時 二肺 結 核 喀 疾 二自家 溶

血 防 止作 用 有 リヤ否 ヤ ラ試 験 セ リ。

第三章 肺結核患者喀疫ワ補盟結合反慮試験

前=章記載 セル所 ノ實験方法二依 リ、肺結核患者

喀疾 ノ補膣結合反慮 ラ試験 セル結果ハ第二十二

表二示 スガ如 シ。

即チ封照生理的食盤水及 ピ結核菌「アンチゲ ン」

ノ代 リニ「チフス」菌 「アンチゲン」ラ用 ヒタルモ

ノニ於 テハ、全然溶血防止作用テ呈セズ、即チ

補膿結合反慮陰性ナレドモ、10例 ノ肺結核喀疾

二於テハ線 テ著明ナル溶血防止作用 ラ呈 シ、補

禮結合反慮陽性 ノ成績 ラ得 タリn其 慣ハ最低10

倍稀繹 ヨリ最高160倍 稀程 二及 プ。而 シテ此成
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績 ・・Karwackiノ 唱 ヘ タル所 ト同 ジク、 肺 結 ノ・結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」二封 シ「ア ン チグ ン4特 異

核 患 者 喀 庚 中 三八締 盟 結 合 性 免 疫 抗 艦存 在 スル 性 テ有 スル モ ノ ・如 久 対 照 ト シテ用 ヒ タル 「チ

ヲ謹 スル モ ノナ リ。 而 モ此 補{豊結 合 性免 疫 抗 盟 フ ス」菌 「ア ン チゲ ン」二 八反慮 セザ リキ。

第二十二 表 肺結核喀疾:ノ結 核菌 「アンチゲ ン」二i封ス ル補禮結 合反応試験

肺結舗
料聯 鴇

溶 血 防 止 作ll{
喀疾 ノ自家溶
血 防止作用

2.5 5 10 20 40 80 ユ60 320 640 1280
原
液

2.5 5

1.一 喀 疾 什 冊 柵一
帯

柵一
帯

柵 柵 十 一 一 一 什 一 一

2.一,, 柵 惜 柵 什 一 一 一 一 十 一 一

3.一,, 柵 帯 柵 冊 十 一 一 一 一 一 十 一 一

4.一" 冊 柵 柵 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5.一" 冊}
柵

冊 構 十 一
一
一

二
一

一
一
一

一 一 一 十 一 一
'
6.一,, 柵 什 十 一 一 一 十 一 一 一

一
一7.一" 柵 十H 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

8.一" 柵 柵 十 一 一

一

一 一 一 一 一 十

9.一 ・, 柵 柵 十 一 一 一 一 一 一 十

一

一

一
一
一

一i一10.,, 柵 柵 十 一 一 一 一 一 一 一 一

対照 生理的食豊水 一

一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一 一 一 一 一
一
一「チ フス 」菌 「ア ンチ ゲ ソ1 一 一 一 一

警{1難1 陰性
省 此 際 喀:疾自身 二 自家 溶 血 防 止 作 用 存 スル や否

や モ顧 慮 スベ キ問題:ナ リ.Karwackiノ 、此 鮎 二

關 シ テ言 及 セ ザ リ シガ、 余 ハ其 必要 テ認 メ、 本

試 験 ト同時 二之 ラ試 験 セ ル結 果 ハ第 二 十 二 表 二

示 ス ガ如 ク、 喀 庚原 液 ニ テノ・10例 中7例 二於

テ 自家 溶血 防 止作 用 ノ存 在 テ認 メ、3例 二於 テ

陰 性 ノ成績 テ得 タ リ。

是 テ以 デ観 レバ、 肺 結 核喀:疾 ノ多 クハ 自家 溶 血

防 止 作用 ヲ呈 スル モ ノ ・如 シ。 然 レ共2・5倍 以

上 ノ稀 繹 液 二於 テノ・、 表 二示 ス ガ如 ク絡 テ 自家

溶 血 防 止作 用 ノ存 在 テ 見 ザ リ.キ、 故 二喀疾 ノ

2.5倍 以 上 ノ稀 繹 液 ヲ用 ヒタル本 試 験 二於 テ ノ・、

喀 疾 自身 ノ自家 溶 血 防 止 作 用 ヲ考 慮 ス ル ノ必 要

ナ ク、 從 テ本 實 験 二現 ハ レ タ ル 溶 血 防 止作 用

ノ・、 喀 庚 中 二存 スル補 膣 結 合 性 免疫 抗 禮:二依 テ

生 ジ タル モ ノナ リ。

第四章 非結核患者喀撰i二於ケル實験

上記實験二於テ謹明シタル補膣結合性:免疫就農

ハ、肺結核喀疾二特異 ノモノナリや否 やテ知 ラ

ンガタメ、他 ノ呼吸器疾患喀疾:二於テ同一實験

ヲ行ヘリ。喀疾材料 ノ採取方法拉:二實瞼方法ハ

肺結核喀疾 二於ケル場合 ト同様ナ リ。

實験:ノ結果ハ第二十三表二就 テ見ルが如 ク、5

例 ノ非結核性呼吸器疾患喀庚二於 テ3例 八神禮

結合反慮陰性、2例 ハ5倍 稀繹液迄陽性成績 ラ

呈 シタリ。此陽性成績 ラ呈 シタルモノ・陽性度

ノ・肺結御 客疾 ノ10乃 至160倍 稀繹液迄陽性テ

呈 シタル成績二比較 スレバ其程度遙 二低 シ。而

シテ陽性例中第一例 ノ加答見性肺炎喀疾:ハ喰:菌

性免疫禮 ノ検出二陽性テ呈 シタル右肺上葉性肺

炎ノ夫 レニシテ、既三遠ペタルが如 ク肺結核 ノ

存在テ疑ハシムル症例 ナレドモ、第三例 ノ気管

枝加答見ハ結核病竃 ノ存在 ヲ探知 シ得ザ リシ症

例ナリ.

然 うバ此結果テ以 テ該発疫物質ハ肺結核喀疾 二
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特 異 ナ ル モ ノー ア ラズ トナ スベ キ カ。 余 ハ第 一

編 第 五 章 二於 テ、 肺結 核 喀 疾 中 二説 明 セ ラ ル ・

喰 菌 性免 疫 膿 ガ、 他 ノ呼 吸 器疾 患喀 疾 中 二於 テ

モ時 二澄 明 セ ラル ・コ トア リ シニ ヨ リ、這 ハ恐

ラ ク呼 吸器 が炎 衝 性疾 患 二俣 サ レタル 場 合、 筋

雲存 在 セ ル潜 伏 性結 核 病竃 ラ刺戟 シテ其 活 動 テ

促 シタ ル タ メ ニ、斯 カ ル結 果 テ招 来 セ ル モ ノナ

ラ ン ト説 明 セ リ。 此 場 合 モ同様 ナ ル説 明 テ與 ヘ

テ可 ナ ラ ンカ。或 ハ又 肺結 核 以外 ノ呼 吸 器疾 患

喀 疾 二於 テモt結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」二封 シ テ非

特 異 性 補 禮 結 合 反 慮 テ呈 スル コ トア ラ ン ヤモ知

レズ。 果 シ テ然 うバ第 三例 ノ場 合 ハ 之 ラ非 特 異

性 反慮 ノ出現 トモ考 へ得 ラル ベ シ。 両 者 何 レが

眞 ナ リヤ ハ遽 カニ断 定 シ能 ハザ ル所 ナ リ。 畢 寛

非 結 核 性 呼 吸 器 疾 患 喀 庚 ノ結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」

二封 スル補 艦 結 合 反 慮 ハ、 陰 性 ナ ル場 合 多 ク、

其 陽 性ナ ル場 合 ト難 モ、 肺 結 核 喀 疾 二比 ス レバ

陽 性度 遇 カ ニ低 キ テ想 ヘ バ、 肺 結 核 喀談 中 二謹

明 セ ラル ・結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」二封 スル補 艦 結

合 性免 疫 抗 膿 ハ大 禮 二於 テ肺 結 核 喀 疾 二特 異 ノ

モ ノナ リ ト認 ムル ラ得 ベ シ。

第二十三 表 非結核 患者喀疾 ノ結核菌 「ア ソ

チグ ソ」二野 スル補盟結合度 癒試験

喀
疾稀繹

喀疾 倍数
材料

溶血防止作用

2.5 5 10 20

1 加答児性
肺炎

惜 十十 一 一

2 肺 壊 疽 一 一 一 一

3
気管枝加
答児

柵
ヨ

冊1一 一

4 加答児性
肺炎

一 一 一 一

5
「クル ッ プ」

性 肺 炎
一 一 一 一

封 生理的食
照 盤水

一 一 一 一

階 褒 ノ自家溶
血 防止作 用

原
液

十

十

十

2.5 民
リ

第五章 肺結核喀疫中呂存スル喰菌性免疫髄凝集';;及ビ精

留結合物質J相 互的關係

一般二生艦が或種 ノ疾病二罹患セル場合因テ生

ズル所 ノ諸種免疫艦 ノ量的関係ハ、諸家 ノ質駒

二依 レバ必ズ シモ蛇行セザルモ ノナリ。余モ亦

肺結核喀庚中二存 スル喰菌性免疫艦、凝集素及

ビ補盟結合物質 ノ三種 ノ免疫膿二就 テ、是等相

互間 ノ量的関係 テ同一患者喀疾 二就テ比較實験

シ、同様ナル結果 テ得タリ.

實験成績 ハ第二十四表 ノ如 ク、實験例10例 中■

■ ■ 、■■■■■も■ 、■ 、■ ノ7{i列1二万全

テハ三種免疫禮拉行的存在 テ示 スモ、■■A■

■、■ ノ3例 ハ然 ラズ。■ 及 ビ■ ハ喰強

度各々35%及 ピ20%テ 呈セルモ、凝集反慮ハ

共 二陰性ナリ。■ ハ之二反 シ喰菌度19%

ニシテ他 ノ例二比 シ低率ナ レドモ、凝集反慮 ハ

40倍迄陽性 テ呈 シタリ。而 シテ補膿結合反応ハ

■ ノ20倍 陽性二封 シテー 及 ビ■ ハ10

以 上 ノ實験 成 績 ヲ小 括 ス レバ次:ノ如 シ。

倍 陽 性 ナ リキ。

即 チ上記 三種 免 疫 禮 ハ其 量 的 関 係 二於 テ大 鎧 並

行 スル傾 向 ラ有 ス レ ドモ、 常 二然 ル ニ ア ラズ、

並 行 セザ ル場 合 モ亦 勘 ナ カ ラザ リキ。

第二十四表 肺結核喀疾 中二存 スル免疫膿

ノ相互的關係

肺結核患者

5.一

6.一

7.一

8.一

9.一

10.一

實験
材料
喀疾

,,

,,

,,

補盟結
合反応

16e倍陽'匪

80

40

20

20

20,,

10

10

10

10

喰敵 糠 賄
40倍 陽 性28%

32%

27%

25タ6

35%

29%

19%

21%

30%

20%

80,,

10

5

5,,

40

5

10

第六章 小 指

肺結核患者喀談中ニハ締盟結合性免疫抗罷存在
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喀

チ

モ

反

轍

患

ン

ル

テ

核

疾

ア

ス

シ

麟
糖
蠣

縦

餅
鯉

状
非
勃

φ

も

質

ク

紗

チ

菌

勲
塑

㌃

醗驚
。

特

中

ン

・

ス

ニ

疾

ゲ

ノ

庭1スル コ ト無 カ リキ。

又 同一 喀疾 中 二存 ス ル喰 菌 性免 疫 艘 、 凝 集 素、

補 農 結 合物 質 等 ノ量 的 關 係 ハ大 禮 二於 テ蚊 行 ス

ル モ、 必 ズ シモ然 ラザ ル モ ノニ シテ、 蚊 行 セザ

ル場 合 モ亦 紗 ナ カ ラズ。

第五編 肺結核患者喀疫中=存 スル結核菌沈降元2封 スル沈降素=就 テ

第 一章

嘗 テFaginoliノ ・結核菌 ノ存在 スル肺結核喀疾

ノ生理的食堅水浸出液 ヲ沈降元 トシ、肺結核患

者血清 トノ間二沈降反癒 テ試 ミタル結果,肺 結

核患者血清99例 二於 テ総テ沈降反慮陽性ノ成

績 テ得、非結核性呼吸器疾患喀疾 ノ浸出液 ラ沈

降元 トセル場合ハ95例 中10例 陽性、結核菌 テ

謹明セザルモ肺結核 ノ疑 ヒ存スル喀疾 ノ浸出液

ト同一患者血清 トノ間二於 テハ11例 中10例 陽

性 ノ成績 テ得 タルテ報告セリ、而 シテ氏ハ肺結

核患者血清中ニハ結核菌沈降元二封 スル沈降素

緒 言

存在スルコト明カナルモ、該血1青ハ非結核性呼

吸器疾患喀疾 テ沈降元 トシテ用 ヒタル場合モ、

往々ニシテ沈降反慮陽性 テ呈スルコトアルニョ

リ、之 テ肺結核診断上二慮用 スル償値少 シト唱

ヘタリ。

余ハ肺結核喀淡 中二結核菌沈降元 二封 スル沈降

素存在 スルヤ否ヤテ検索 セント欲 シ、結核菌 ノ

生理的食盤水俘游液 ラ加熱濾過 シテ製 シタル沈

降元ラ用 ヒ、肺結核喀疾 二就 テ沈降素 ノ有無 テ

試験セリ。{乃テ其實験成績 テ報告 スベ シ。

第二章 實験材料及ビ實験方法

1.實 験材料

a)肺 結核患者喀疾

第一編 血漿喰菌現象試瞼二於 テ用 ヒタル ト同様

操作二依 リテ探取 セル喀庚 ノ清澄液テ試験材料

二供 セリ。

b)結 核菌沈降元
　

結 核 菌 ノ「グ リセ リン ブ イ ヨ ン」培 養 三 週 間 ノモ

ノテ探 リ、 菌 塊 テ璃 瑞 乳 鉢 中 ニ テ良 ク研 磨 シ、

徐 々 二生 理 的 食 盤水 ラ加 ヘ テー定 濃 度 ノ菌 液 ト

ナ ス。 其 濃 度 ハ 生 理 的 食 盤水1ccm中 結 核 菌

10mgテ 含 有 スル モ ノナ リ。

此 菌 液 テ囁 氏80度 ニ テ1時 間加 熱 シ、24時 間

室 温 二放 置 シテ後 ベ ル ケ フェ ル ド氏 濾過 器 テ以

テ濾 過 シ、 得 タル所 ノ濾 液 二 〇.5%ノ 割 合 二石

炭 酸 テ加 ヘ シモ ノガ所 要 ノ結 核 菌沈 降元 ナ リ。

此 沈 降元 ハ微 カニ蛋 白石 濁 テ呈 スル殆 ド透 明 二

近 キ液 ナ リ。 結 核 菌 株 ハ他 ノ實 験 ♪同 ジ ク上池

菌 テ使 用 セ リ。

2.實 瞼 方 法

肺 結 核 喀 疾 ノ約0.2乃 至0.3ccmテ 毛細 管 「ピ

ペ 、ト」テ以 テ数 本 ノ細 小 試験 管 二探 リ
、別 二結

核 菌沈 降 元 ノ原 液 及 ビ生 理 的 食 盤 水 テ以 テ原 液

テ2倍 、3倍 、5倍 、10倍 ト種 々 ノ濃 度 二稀i澤

セル モ ノラ豫 メ準 備 シ置 キ、 喀疾 テ容 レタル第

一 ノ細 小 試 験 管 一 ハ 同 量 ノ 結 核 菌 沈 降 元 原 液

テ、 第 ニ ー ハ2倍 二稀 程 セ ル モ ノテ ト、 順 次 異

レル毛 細 管 「ピ ベ ッ ト」ラ用 ヒテ重 蛭 シ、 之 テ室

温 二20乃 至30分 間 放 置 シテ後 、PkYtQト 沈 降 元

トノ境 界 面 二生 ズ ル 白色 輪 状 ノ掴濁 ノ有 無 テ検

ス。 沈 降 反 慮 陽 性 ナル場 合 ハ雨 液 ノ境界 面 二著

明 ナ ル 白色 輪 テ生 ズ ル モ ノー シテ、 速 キノ・沈 降

元 重 聾 後1分 テ出 デ ズ シテ既 二 白色輪 ノ出 現 テ

來 シ、 邊 キ モ ノ ト錐 モ15乃 至:)LO分 ニ シテ之 テ

生 ジ、30分 以 後 二於 テ始 メ テ出 現 ス ル トイフ コ

ト殆 ド無 シ。 故 二30分 テ経 過 シテ 尚 白 色輪 テ

生 ぜザ ル 場合 ハ、 沈 降 反 慮陰 性 ナル ペ 久 從 テ

余 ハ實験 ノ成 績 テ沈 降 元 重 畳 後30分 ラ以 テ決

定 セ リ.
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第三章 肺結核患者喀疫 ワ結核菌沈降元 二劃 スル沈降反11:^4:試験

余ハ前記實駒方法 二依 リ肺結核喀疾 ノ結核菌沈

降元二封 スル沈降反慮 テ試験 セルニ、其成績第

二十五表 ノ如 ク、肺結核喀庚20例 中18例 二於

テ沈降反慮陽性、2例 陰性 ノ結果 ラ得 タリ。

陽性成績 ラ呈 シタル18例 二就 テ其陽性度テ観

察 スルニ、結核菌沈降元 ノ5倍 稀繹液迄沈降反

磨 テ呈 シタルモノ6例 、3倍 迄 ノモノ8例 、2

倍迄 ノモノ4例 ニシテ、其平均値ハ約3.5倍 ナ

リ。而 シテ10倍 稀繹液 二於 テハ線 テ陰性 ナリ

キ。爾対照試験:タル肺結核喀疾ノ代 りニ生理的

食盛水 テ使用セルモ ノニ於 テハ、沈降反磨総 テ

陰性ナリキ。

余ハ別 二「チフス」菌沈降元ラ用 ヒテ、前記20

例 ノ肺結核喀疾 二就 テ沈降反慮テ試験:セルニ、

結核菌沈降元ヲ用 ヒタル場合其陽性度高力リシ

、■ ノ2例 が沈降反慮陽性ヲ呈 シ、他

ノ・皆陰性ナリキ。而 シテ■ 喀疾ハ「チフス」菌

沈降元 ノ3倍 稀程液迄、■ 喀疾ハ2倍 稀繹

液迄沈降反慮 テ呈 セリ。此際使用セル「チフス」

菌沈降元ハ、 「チフス」菌 ノ「ブイヨン」培養三週

間 ノモ ノテ囁氏60度 ニテ30分 間加熱 シ、ベル

ケフェル ド氏濾過器 ヲ以テ濾過 シテ得 タルモノ

ニシテ、帯黄褐色 ノ透明液ナ リ。

以上ノ結、果 ヨリシテ、肺結核患者喀庚申ニハ結

核菌沈降元二封 スル沈降素存在 スルヲ知ル。而

シテ該沈降素ハ結核菌沈降元 二封 シテ特異性テ

有 スルモノ・如 久 「チフス」菌沈降元二封 シテ

ハ大 部 分 二於 テ反 磨 セ ザ リ キ。

第二十五表 肺結核患者喀庚ノ結核菌沈降

元二封スル沈降反応試験

沈降元稀繹
倍数

肺結核
患者喀疲

原

液

2

倍

3 5 10

1.一 喀疾 帯一
帯一
帯一
帯一
帯一
帯一
十十一
柵一
帯一
帯一
十十一
朴一
十十一
十十一
十十一
十十一

土
十一
十二
一

一
一

柵一
帯一
什一
帯一
帯一
十十一
十一
十十一
十十一
十一
十一
十一
十一
十一
十一
十一
十一
十
=
二
一

柵一
帯一
冊一
帯一
十一
十一
十一
骨一
十一
十一
十一
十一
十一
十
二
二
=
=
=
=一
一

一 ,一

什一
升

一
一
一2.一"

3.一"
一
什一
十一
十一
十一
十二

一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

『
一

一
一

一
一■

一

4.一" 一
一
一

一
一

一
一

一

5.一"
6.一"

7.一"

8,一 ・・
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一

9.一"

10,一"

11.一"

12.一"

13.一"

14.一"

15.一" 一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

16.一"

17,一 ・・

18,一 ・・

19.一.・

20.一"

対照 生理的食豊水

一{響 応1鞍

第四章 非結核患者喀疾二於ケル實験

前章記載 セル所 ノ肺結核喀疾中二存 スル結核菌

沈降元 二封 スル沈降素ハ、肺結核喀疾二特異 ノ

モノナリや否や。余ハ他 ノ呼吸器疾患喀庚10例

二就テ此鮎 テ検索 セリ。喀庚 ノ採取方法及ビ實

駒方法ハ肺結核喀:疾ノ場合 ト同様ナリ。

質駒 ノ結果 ハ第二十六表 ノ如 久 非結核性呼吸

器疾患喀庚10例 ノ中、8例 ハ沈降反応陽性、

2例 二於 テ陰性 ノ成績 ラ得 タリ。

陽 性 成績 ヲ呈 シタル モ ノ・沈 降 度 二 就 テ 観)レ

ー、 結 核 菌 沈 降元 ノ5倍 稀 繹 液 迄沈 降反 応 陽 性

ナル モ ノ2例 、3倍 迄 ノモ ノ3例 、2倍 迄 ノモ

ノ3例 、 之 レが平 均 値 ハ約3.1倍 ニ シテ、 肺 結

核 喀 庚 ノ3.5倍 ナル ニ比 シ テ大 差 ナ シ。 尚 陽 性

卒 二・於 テモ、・肺 結 核 喀:疾 ノ20例 中18例 陽 性 、

即 チ%ノ 陽 性 卒 二封 シ テ、10例 中8例 陽 性t

帥 チ80%ノ 陽 性卒 テ示 シ、 大 ナ ル差 異 テ認 メ
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ズ。 疾 二特 異 ナ ル モ ノニ非 ザル ガ如 ク、 他 ノ呼 吸器

此結 果 ヨ リ観 レバ、 肺結 核 μ割炎中 二存 スル結 核 疾 患 喀疾 中 二於 テ モ、 乙 ト殆 ド同程 度 二諦 明 セ

菌沈 降 元 二封 スル沈 降 素 ハ、 必 ズ シモ肺 結 核 喀 ラル ・モ ノナ リ。

第二十六表 非結 核患者喀疾 ノ結核菌沈降元 二i封ス ノレ沈降 反磨試験

沈降元稀繹倍数1
喀庚材料 ＼＼ 原 液 2倍 3i-m

1.「クル ップ」性 肺 炎 喀 褒 帯 柵 岩 十'

一一
一

2.加 答 見性 肺 炎,, 卦 晋 十 十
1

_

3.加 答 見性 肺 炎,, 柵 十十 十 一 一

4.加 答見 性 肺 炎,, 十十 督 十 一 一

15 .氣 管枝 加 答見,, 十十 十 十 一

一
一

6.流 感 性 肺 炎" 十十 十 一1一
.一_=_}『

7・ 無 管 枝 喘 息,, 十十 十 一
「 一

一1一

8.氣 管 枝 加 答 見,, 什 十 一 一 一

9・ 流 感 性 肺 炎,,

一

一 一 一 _1_
1

-}

10.氣 管枝 加 見 答,, 一 一 一 一 一

封照 生理的食堅水 一 一 一 _i_

第五章 小

余ハ余 ノ製法二依 リテ得 タル結核菌沈降元テ用

ヒテ、肺結核患者喀疲中二該沈降元二封スル沈

降素存在スルヤ否ヤテ實験 セル結果、肺結核喀

疾 中一ハ大部分(2(♪例中18例)二 於テ之 レガ存

在スルラ謹明 セリ。

該沈降素ハ結核菌沈降元二封 シテ特異性ヲ有 ス

括

ル モ ノ ・如 ク、 「チ フニ勺 菌 沈 降 元 二封 シテ反 慮

スル コ ト稀 ナ リキ。 然 レ共 該 沈 降 素 ハ肺結 核 喀

疲 二特 異 ナル モ ノニ非 ズ シテ、 他 ノ呼 吸器 疾 患

喀疾 中 二於 テモ殆 ド肺 結 核 ロ密炎 二於 ケ ル ト同 程

度 二之 レガ存 在 スル ラ讃 明 セ リ。

総括粒呂考案

以上肺結核患者喀疾中二存 スル免疫膿 二關 シテ

余 ノ實験的研究 テ行ヘル結果テ総括 スレバ次 ノ

如 シ。

余ハ大谷氏法ラ基礎 トセルー新血漿喰菌現象試

験法 ラ案出 シ、之 テ以テ肺結核患者喀庚中ノ喰

菌性冤疫膿検出試験 テ行ヘリ.而 シテ該試験法

ノ確立二際 シテハ、血漿喰菌現象二於 ケル絢構

酸曹達 ノ態度ヲ研究 シ、一定濃度(約0.83乃 至

1.0%)ノ 絢嚇…酸曹達 ハ 「オプソニン」作用テ阻

止スルコ ト、濃厚ナル絢構酸曹達溶液ハ白血球

二封 ジテ障碍的作用テ及 ボスコト等 テ確 メ、以

テ正常「オプソニン」作用ラ阻止シ、然モ可及的

白血球二封 シテ障碍作用 テ及ボサ"ル 絢擶酸曹

達 ノ濃 度(約().95%)テ 定 メ、 更 二 人 血液 ノ代

リニ海 瞑 血 液 テ代 用 シ得 ラル ・「 トラ實 験 的 二

謹 明 シ テ、 海 獲 血液 ラ用 フル余 ノ血 漿喰 菌 現 象

試 験 法 テ定 メ タ リ。

大 谷氏 法 ト余 ノ試 験 法 トノ相違 鮎 ハ、 絢 構酸 曹

達 加 血 液 ノ調 製 二當 リテ、 前 者 ハ患 者 血 液 ヲ用

フル モ、 後 者 ハ健 常海 瞑 血液 テ用 フル コ ト。 絢

構 酸 曹 達 加 菌液 ノ絢 曹 濃 度 ガ、 前 者 ハ1.5%ナ

ル モ、 後 者 ハ2.5%ナ ル コ ト及 ビ後 者 ハ試験 相

内更 二喀 疾(患 者 血 液 中 ノ喰 菌 性 免 疫 艦 検 出試

験 二於 テ ハ患者 血 清)テ 加 フル ノ諸 鮎 二存 ス。然

レ ドモ試 験 材料 混 和後 ノ試 験 相1勺絢 曹 濃 度 ハ雨

者 略 等 シク シテ共 二約10.95%ナ リ。 而 シテ此
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濃 度 二於 テ補膿 作 用 ハ阻 止 セ ラ レ、 從 テ補 罷 ト

喰菌 性 墜囁 艦 トノ複 合膿 ナ ル 「オ プ ソニ ン」ハ其

作 用{穫現 スル コ ト無 久 唯 補罷 ノ存 在 テ必要 ト

セ ザ ル喰 菌 性 見 疫 禮 ノ作 用 ノ ミ登 現 スル モ ノナ

リ^

余 ハ上 記 余 ノ血 漿 喰 菌 現 象 試 験 法 テ用 ヒ、 肺結

核 ロ密 爽30例 二就 テ喰 菌 試 験 テ行 ヒ タル ー、 喰

菌 度]8乃 至35%、 卒均25%テ 呈 シ、封 照 生理

的 食盤 水 ノ7.0%二 比 シ遙 カニ喰 菌 度 大 ナ ル ノ

結 果 テ得 タ リ。

即 チ肺 結 核 喀 疾 中 一ハ喰 菌 性 免 疫 罷 ノ存 在 スル

ラ知 ル。而 シテ該 免 疫 禮 ノ本膿 二關 シテノ・、 補

罷 ノ存 在 ラ必要 トセザ ル者 ナ ル故 恐 ラ ク「バ ク

テ リ才 トロー ピ ン」ナル ベ シ ト思 惟 ス。

次 二余 ハWright氏 ノslidecellculture法

ラ用 ヒテ、 之 二肺結 核喀 疾(余 ノ採 取 方法 一 依

ル澄 明 無 菌 ノ喀疾 液)ノ 少 量 テ加 へ、結 核 菌 ノ培

養 試 験 テ行 ヒ タル ニ、 生 理 的 食!謹水 テ加 ヘ タ ル

封 照 試 験 ノ菌 檜 殖 卒 ラ100%テ 以 テ表 セ ル時 、

5例 ノ實 験 二於 テ52乃 至79%、 李 均 砺%ノ

菌 檜 殖 率 テ示 ス ノ結,果テ得 タ リ。

即 チ肺 結 核 喀 疾 中 ニ ハ結 核 菌 ノ奨 育 増 殖 テ阻 止

スル ー一種 ノ物 質 存 在 スル テ知 ル。 而 シテ該 物 質

ノ・恐 ラク免 疫 物 質 ノー種 ナ ラ ン ト思 考 ス。

余 ・・又Karwackiノ 謹 明 セ ル補 罷 結 合物 質 虹

二凝 集 素等 二 關 シテモ 之 レガ追 試 テ行 ヒ、 氏 ト

同 ジ ク肺 結 核 喀 疾 中 一 ハ結 核 菌 「ア ンチゲ ン」二

封 スル補 膿 結 合 物 質 及 ビ結 核 菌 二封 スル凝 集 素

ノ存 在 スル テ讃 明 セ リ.但 シ凝 集 素 二於 テ ハ氏

ガ22ノ 實 験 例 二於 テ全 部 陽 性 成 績 テ得 タ リ ト

言 フー反 シ、 余 ハ20例 二於 テ15例 陽 性 、r)例

陰 性 、EPチ75%ノ 陽 性傘 テ得 タ リ。而 シテ此 差

異 二關 シ テ ハ恐 ラ ク實 験 二使用 シ タル菌 株 及 ビ

喀 疾 材料 ノ相 違 二 因 リテ 生 ジ タル モ ノナ ラ ン ト

思 惟 ス。

余 ハ爾 肺 結 核 喀 疾 中 二結 核 菌沈 降 元 二封 スル沈

降 素 ノ存 在 ス ル ラ謹 明 セ リ.然 レ共該 沈 降 素 ハ

必 ズ シモ肺 結核 喀 疾 二特 異 性 テ有 ス ル モ ノニ非

ズ、 他 ノ呼 吸器 疾 患 喀 疾 中 二於 テモ肺 結 核 喀 疾

二於 ケル ト殆 ン ド同程 度 二存 在 スル テ見 タ リ。

要 スル ニ肺 結 核 喀 庚 中 一 ハ 以 上 述 ベ タル ガ如

ク、 喰 菌 性 免疫 膿 、 結 核 菌 ノ褒 育 増 殖 テ阻 止 ス

ルー 種 ノ物 質 、 補 盟 結 合 物 質 、 凝 集 素 及 ビ沈 降

素等 種 々 ナル免 疫 物 質 存 在 スル テ知 ル。 而 シテ

是 等 ノ抗 罷 ・・沈 降 素 テ除 キ、 何 レモ肺 結核 喀 疾

二特 異 ナル モ ノ ・如 ク、 他 ノ非 結 核 性 呼 吸 器 疾

患喀 疾 中 二於 テ謹 明 セ ラル ・コ ト砂 シ。

是 等 ノ抗 膿 ハ又菌 種 特 異 性(補 罷 結 合 物質 一 於

テハ 「ア ン チゲ ン」特 異 性)テ 有 ス ル モ ノ ・如 ク」

結 核 菌 以 外 ノ 抗 酸 性 類 似 菌(補 禮 結 合 物 質 二於

テノ・「チ フ ス」菌 「ア ンチゲ ン」)一 作 用 スル コ ト

無 シ。

以 上 ノ諸 鮎 二關 スル詳 細 ハ既 二各免 疫龍 ノ條 下

二於 ラ論 述 セル所 ナ レバ之 レガ反 復 ヲ避 ケ、 余

ハ弦 二聯 力余 ノ研 究 事 項 二關 スル縛括 的 考 案 テ

試 ミ ン ト欲 ス。

抑 モ肺 結 核 喀 疾 中 二出現 スル喰 菌 性 免 疫 膿 二關

シテ ハ、 襲 二大 谷 、 根 本 雨 氏 ノ研 究 報 告 ア リ。

雨 氏 ハ此喰 菌 性 発 疫 艦 テ以 テ直 チニ血 液 中 二存

ス ル該 物 質 ノ喀 疲 中 二移行 セル モ ノナ リ ト唱 ヘ

タ リ。 即 チ雨 氏 實 験 ノ結 果 ハ、 肺 結 核 患 者 血 液

中 一 ハ毎 常 該 物 質 多 量 二存 在 ス ル ー モ拘 ハ ラ

ズ、喀 疾 中 二謹 明 セ ラル ・コ ト微 量 二且 ツ稀 ナ

リ シー ヨ リ、 病 竈 分界 線 作 用 ナ ル設 テ設 ケ テ之

レテ設 明 セル ナ リ。

然 レ共 余 ノ實 験 成 績 ハ雨 氏 ノ夫 レ ト異 リ、 雨 氏

ガ斯 カル喰 菌 性 免 疫 膿 ノ喀疾 中 存 在 テ微 昂ニニ且

ツ稀 二見 タ リ ト言 フー反 シ、 余 ハ比 較 的 多 量 二

且 毎 常 之 テ詮 明 セ リ。 彼 此 實 験 成 績 相 違 ノ,基因

二關 シテハ 飢 二第 一 編 二於 テ設 ケ ル ガ如 ク、 雨

氏 ノ實験 方法 ハ喀 疾 材料 ノ稀 繹 度 高 キ コ ト ・、

喰 菌 試験 方法 ノ相 違 セル事 トニ因 ル モ ノナ ル ベ

シ ト思 惟 セ ラル。 爾 余 ハ 同一 患 者 ヨ リ同時 二探

取 セル 同 量 ノ喀 疾 ト血 清 トニ於 テ該 免 疫 膿 ノ含

有 量 ヲ余 ノ喰 菌 現 象 試 験 法 ニ テ比 較 セル ニ、 常

二喀 疾 二於 テ梢 ミ多 量 二存 在 セ ル テ見 タ・リ.

以 上余 ノ實 験 成 績 ヨ リ考 察 ス レバ、 該 免 疫 禮 ガ

血 中 ヨ リ移 行 セル モ ノナ リ トノ雨 氏 ノ読 ハ余 ノ
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直 チニ首 肯 シ得 ザ ル所 ニ シ テ、 余 ハ寧 ロ其 大部

分 ガ肺 臓 ノ病 竈 組織 自身 ヨ リ直 接 由來 セル モ ノ

ナ リ ト設 明 ス ル テ合理 的 ナ リ ト信 ズ。

凡 ソ生盟 内 二於 ケ ル免 疫 禮 ノ産 生母 地 二關 シテ

ハ、從 來 脾 臓 骨髄 、 淋 巴腺 等 ノ造 血臓 器 ガ最

モ重 要 視 セ ラ レ シガ、 朝 近 網 封犬織 内被 細 胞 系 ガ

機能 的 二統 一 セ ラ レタル細 胞 系 ナ ル コ トガ判 明

シテ以來 、 幾 多 ノ學 者 二依 リ脾 臓 別 出及 ビ該 細

胞 系 ノ填 塞法 二依 リテ、 之 レ ト発 疫 禮 産 生 ト ノ

關係 ガ研 究 セ ラ レ、 其 意 見 未 ダ全 クー 致 セズ ト

錐 モ、大 禮 二於 テ該 細 胞 系統 ハ重 要 ナ ル免 疫盟

産 生 地 トシテ認 メ ラル ・二至 レ リ。其 他Was-

sermannu.Citron,(38)Paetsch,(39)等 ・・腹 膜 、

肋 膜 等 ノ内被 細胞 及 ビ結 締織 細胞 モ亦 免 疫 産 生

二關.與ス ト唱 へ、Moral,㈹Krauspe,(41)Stahl

u.Winklercl'i2)等 ハ皮 膚 細 胞 ガ発 疫 禮 テ産 生 ス

ル コ トテ唱 ヘ タ リ。

以 上 ノ諸 設 テ総 合 シテ考 フ レバ、 免 疫 罷 産 生 地

ノ・生禮 内廣 汎 ノ嘔 域 二亙 リテ存 在 スル コ ト疑 ヒ

無 シ。 サ レバ免 疫 禮 ハ抗 原 ガ生 膿 内 二侵 入 シタ

ル場 合 、諸 種 臓 器 二於 テ産 生 セ ラル ・ ノ ミナ ラ

ズ、 抗 原 ノ侵 入 テ蒙 リタル局 所組 織 二於 テモ亦

産 生 セ ラル ・コ トテ考 フル テ得 ベ シ。 殊 二網 駄

織 内被 細 胞 系 二屡 スル淋 巴 管 系統 ノ廣 ク分 布 セ

ル肺 臓 組織 ノ局所 二於 テ モ免 疫成 立 シ、 其 産 生

セ ラ レ タル発 疫 禮 ノ・、 病竈 代 謝 産 物 タル喀 疾 中

二 移行 シ排 泄 セ ラル ・テ推 測 スル ニ難 カ ラズ。

斯 カ ル理 由 ノ下 二、 肺結 核喀 疲 中 二存 スル喰 菌

性免 疫 禮 ハ・ 大 谷 、 根 本 雨 氏 ノ読 ケル ガ如 ク、

其 一 部 ハ血 液 中 ヨ リ移行 スル コ ト有 ラ ンモ、余

ハ大 部 分 二於 テ肺 臓 ノ病 竈 組 織 自身 ヨ リ分 泌 セ

ラル ・モ ノナ ラ ン ト思考 ス。 飯 塚 ㈹、 光 岡 ㈹ 氏

等 ガ肺 臓 局 所 免疫 ノ成 立 テ實 験 的 二謹 明 シテ、

結 核 免 疫 ハ局 所免 疫 二於 テ最 モ顯 著 二出現 ス ル

モ ノナ ラ ン ト提 唱 セル コ トモ余 ノ推 論 テ支持 ス

ル モ ノナ リ.

筒上 記 ノ理 由 ニ ヨ リ、 肺 結 核 喀 疾 中 二詮 明 セ ラ

ル ・爾 籐 ノ凝 集 素 、 沈 降 素、 補 膿結 合 物 質 及 ビ

結 核 菌 ノ登 育 増 殖 テ阻 止 スル物 質 等 二就 テモ、

其 由來 二關 シテハ 同一 読 明 テ與 ヘ テ可 ナ ラ ン。

次 二余 ノ肺 結 核 喀疾 中 二 検 出 セ ル 種 々免 疫 膣

・・、沈 降 素 テ除 キ、 殆 ン ド肺 結 核 喀 疾 二特 異 ナ

ル モ ノナ レ ドモ、 往 々 ニ シ テ他 ノ呼 吸 器疾 患喀

疾 中 二於 テ モ検 出 セ ラ レタ リ。然 レ共 夫 ハ 「レ ン

トゲ ン」検 査 其 他 ノ所 見 二 於 テ陳 醤 結 核 病竈 ノ

存 在 テ認知 セ ラル ・場 合多 シ。 時 二結 核 病 竈 ノ

存 在 テ明確 二探 知 シ得 ラ レザ ル場 合 モ存 ス レ ド

モ、 凡 ソ結 核 二封 シ全 ク罹 患 セ ズ ト ィフ者 極 メ

テ少 キ事 實 ヨ リ、 斯 カル揚 合 ハ臨 林 上 吾 人 ノ認

知 シ得 ザ ル潜 在 性 結 核 病 竈 ノ存 在 ス ル有 リテ、

之 レガ他 ノ炎衝 性 呼吸 器 疾 患 ノ勃 叢 ニ ヨ リテ刺

戟 セ ラ レ、 一過 性或 ハ持 績 性 ノ活 動 歌 態 二入 ル

タ メ ニ、 免 疫 禮産 生螢 爲 セ ラ レ、 從 テ喀 疾 中該

物 質 ノ分 泌 ヲ招 來 ス ル モ ノナ ラ ン ト思 惟 ス。 又

発 疫 盟 ノ種 類 ニ ヨ リテハ、(凝 集 素 、補 罷 結 合 物

質 等)時 二非特 異 性 反 慮 ノ存 在 ス ル テ 見 タ レ ド

モ、 大 膿 二於 テ肺結 核 喀疾 中 二存 スル免 疫 罷 ハ

該 喀 疾 二特 異 性 テ有 スル モ ノ ト認 メ テ 可 ナ ラ

ンo

尚肺結核喀疾 中ノ免疫禮 二關 シテハ、疾病 ノ輕

重 ニヨリ其量的關係二如何 ナル差異 テ有 スベキ

ヤ、將又病機 ノ進行性テ示 ス場合 ト輕快 二赴 キ

ツ ・アル場合 トニ於ケル關係如何。這般 ノ消息

ノ・余 ノ知 ラント欲 スル所 ニ シ テ 目下研究中ナ

リ。

要 スルニ肺結核喀疾中二種 々ナル免疫禮 ノ存在

スル事實ハ、是等免疫艦 ノ検出テ以テ肺結核診

断上 ノ参考 二供 スルヲ得ベ シ。然 レ共喀疾 内免

疫禮 ノ浦長 二依ル豫後判定 ノ成否二關 シテハ、

本研究 ノミテ以 テ解決スルテ得 ズ、筒將來 ノ研

鐙 二挨 タザル可 カラズ。

又喀疾中二於 ケル結核菌 ノ多寡、或ハ喀疾 ノ物

理的拉 二化學的性状等ニヨリ免疫罷 ノ含有量 二

差異 アリヤ否ヤ。這般 ノ問題モ亦將來 ノ研究二

譲 ラントス。

最後二余 ハ肺結核喀疾中二種々ナル免疫艦 ノ含

有セラル ・事實 ヨリ、肺結核患者二於ケル喀疾

排出機能 ハ、之 レラ軍ナル疾病経過中ノー徴候
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トシ テ看 過 スベ キニ ア ラズ ト思 考 ス.即 チ喀 庚

排 出機 能 ハ、 疾 病 ノ存 在 ニ ヨ リテ肺 組 織 内 二生

ジ タル病 的 生産 物 ノ禮 外 排 泄 テ掌 ル モ ノナ ルベ

キ ハ言 ナ侯 タズ ト錐 モ、 粘 稠 ナ ル 喀 疾 ノ凝 塊

ノ・、 克 ク同時 二排 出 セ ラル ・結 核 菌 テ其 中 二包

含 シテ罷 外 排 泄 テ司 ル。 此 事 竃 ・・結 核 菌 ガ排 泄

経 路 二於 テ散 蔓 感 染 ス ル ノ機 會 テ少 ナ ヵ ラ シム

結

以 上余 ノ實験 研 究 セ ル所 テ要 約 ス レバ次 ノ如 シ

1.肺 結 核 患 者 喀 疾 中 ニ ハ毎 常結 核 菌 二封 スル

喰 菌 性免 疫艘 存 在 ス。 而 シテ該 喰 菌 性 免 疫 罷 ハ

補 艦 ノ存 在 ラ必 要 トセザ ル モ ノニ シテ、 恐 ラ ク

「バ クテ リオ トロー ピ ン」一 屡 ス ル モ ノナル ベ

シ。

2.余 ノ大谷氏法 二改良 ラ加ヘタル血漿喰菌現

象試験法ハ、喀疾二依 ル肺結核診断 ノー指針 ト

シテ癒用 スルヲ得ベ ク、殊 二喀疾中結核菌 テ讃

明セザル場合、之 レガ結核性ナ リヤ否ヤニ關 ス

ル鑑別診断 二用 ヒテ意義アルベ シ。

術喀疾 ノ代 リニ患者血清ヲ用 フル時ハ、大谷氏

法 ト等 シク肺結核診断 二慮用セラレ、而モ試験

實施上大谷氏法 二比 シテ利便ナル鮎 アリト思考

ス0

3.余 ハ肺結核患者喀疾中二結核菌 ノ瑳育増殖

テ阻止スルー種 ノ発疫物質存在スルヲ謹明セリ

4.肺 結核患者喀疾 中ニハ結核菌「アンチゲン」

二封 スル補膿結合性免疫抗禮存在ス。

ル コ トア ラ ン。 而 モ喀疾 中 二種 々 ナ ル免 疫 膣 ノ

含 有 セ ラル ・コ トノ・一層 此 感 テ深 カ ラ シム ル ナ

リ。 此 意 味 二於 テ肺結 核喀 疾 中 二種 々 ナ ル免 疫

罷iノ含 有 セ ラル ・事 實 ハ 之 レテー面 ヨ リ観 察 ス

レバ、 生膿 自 己防 衛機 能 ノ登 現 ト見倣 ス コ トラ

得 ・ぐシ ト思 考 ス。

論

5.肺 結核患者喀疾中ニハ結核菌二封 スル凝集

素存在 ス。

6・ 肺結核患者喀疾中ニハ結核菌沈降元二封 冬

ル沈降素存在ス。

要之肺結核患者喀疾 ハ以上述ベタルガ如 ク、喰

菌性冤疫罷、結核菌 ノ登育増殖 テ阻iLス ルー一種

ノ物質、補艦結合物質、凝集素及 ビ沈降素等種

種ナル抗膿 テ含有 ス。此事實ハ喀疾 二於 ケル是

等抗禮(沈 降素テ除 ク)ノ検出ラ以 テ、肺結核診

断上ノ参考 二供 スルテ得くごク、又一面結核菌 ガ

斯 カル諸種免疫物質 二包園セラレテ艘外二排泄

セラル ・コトハ、排泄経路二於 ケル同菌感,染ノ

機會テ少ナカラシムル原因 トモナランカ、畢寛

生艘自己防衛機能 ノー端 トモ親 ラルベ久 意義

深 キコト・信 ズルナリ。(完)

稿 テ終ルニ臨 ミ、懇切 ナル御指導 ト御校閲 ノ勢

テ賜 リタル西澤、梶塚雨博士二謹而深謝 シ、併

而日本赤十字肚病院内科署局諸兄 ノ御援助 二封

シ厚 ク謝意子表ス。
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